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［特集1］ 未
踏
事
業
の
す
べ
て

日本のIT産業を牽引し、世界とも渡り合える高度な人材の育成を目
指す「未踏事業」。この国家プロジェクトは、どんな問題意識のもと、ど
んな仕組みで運営され、どんな実績を生んでいるのか。原石を探し出
し、自ら輝きを放つまで磨きをかけるプロジェクトの全容を解説する。

未踏事業の意義

IT人材を巡る日本の課題

未踏事業とは

未踏人材が生まれるまで

未踏が生み出したもの

意義

背景

体制

過程

実績
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21世紀の今日、身の周りには様々なIT製

品が溢れている。加えてそれと意識しなくても、

ITに依存している。例えば交通や金融、エネ

ルギーを支えるITに、万一、何らかのトラブル

が発生すれば、影響は何万人にも及ぶ。企

業の事業活動や自動車・家電製品などでも、

ITが重要な役割を果たしている。つまり社

会、企業や行政機関、そして個人の生活にま

で、ITは深く浸透した。今後、それがさらに

加速することも、多くが実感しているはずだ。

だが、そこに大きな問題が潜在しているこ

とは、意外に知られていない。それほど重要

であり、我々が頼っているITの大半が日本

製ではないという事実である。

日本のIT市場を席巻する
海外のIT製品やサービス
iPad、iPhone、Android端末、検索エンジ

ンのGoogle、ソーシャルメディアのTwitter

やFacebook、あるいは動画共有のYou 

Tube。ビジネス向けではMicrosoft Officeや

Windows、OracleDB、Salesforce…。

これらがすべて海外、特に米国からの”輸

入”であることは周知の事実だ。個別の製品

やサービスだけではない。”クラウド”、”ス

マートデバイス”、”ビッグデータ”、”ソー

シャル”など、最近のITトレンドを象徴する

キーワードも米国発である。つまりITを先

導し、製品やサービスを開発して利益を享

受しているのは欧米。日本は開発された製

品やサービスの利用、あるいは後追いに甘

んじているのが実情だ。

このことがもたらす問題は、潜在的なものも

含めて数多い。「産業のコメ」と言える存在に

なったITを輸入に頼ることは企業の国際競

争力、ひいては国力に悪影響を及ぼすのだ。

典型例が携帯電話。日本国内ではかつて国

産勢のシェアが高かったが、スマートフォン

時代に突入したとたん、海外勢が優勢になっ

た。同じことが他の家電製品や工作機械、自

動車などで起こらないとは限らない。

そもそも資源のない日本は、ソフトウェア

立国、IT立国を志向してきたはず。つまりソ

フトウェアをはじめとするIT製品やサービ

スを企画・開発し世界に販売する目論見を

持っていた。現実にはそれとまったく逆の事

態になっているのである。

体でITを理解し、意識せずとも
駆使できるIT人材が足りない
いったいなぜなのか。源流を辿るとIT人

材の質の不足、特に独創性を備えた”天才

的なIT人材”の不足に辿り着く。

例えば、iPhoneを生み出した米アップル

の故スティーブ・ジョブズ、米マイクロソフ

トを創ったビル・ゲイツ、最近ではFace-

bookのマーク・ザッカーバーグやGoogleの

2人の創業者…。著名な成功者の名前を持

ち出すまでもなく、米国にはITを知悉し、例

えば思いついたことを即座にプログラミン

グして事業化できるような才能を持った人

材がゴロゴロしている。日本には、そんな人

材が決定的に足りない。

この点について、東京大学の竹内郁雄名

誉教授は、次のように語る。「要件が明確

だったり、一定の時間をかけてもいいシステ

ムを熱意や粘りを持って構築できる人材は、

日本にもいる。そうした問題なら社会人に

なって ITの知識を習得しても間に合う。し

かし今、求められるのは、それこそ体で ITを

理解し、自然体で斬新な製品やサービスを

発想、実現できるポテンシャルを持つ人材。

少数の“天才的IT人材”こそ
日本企業が世界と渡り合う原動力

「未踏IT人材発掘・育成事業」─。関係者が単に「未踏」と呼ぶこの事業は、多く
の人にとっては耳慣れない名称だろう。未踏事業や未踏が生み出した技術に
は、世界的な企業も関心を寄せているのにもかかわらず、一般的な認知度はあ
まり高くないのが実情だ。だがこれは、IT産業だけでなく、あらゆる産業に欠か
せない「天才的なIT人材」を見い出して育成する狙いを持った、れっきとした国
家プロジェクトである。ここでは未踏事業がスタートした背景やその意義を明ら
かにする。

未 踏 事 業 の 意 義



5未踏事業の意義

│特集1 未踏事業のすべて│

日本には少ないし、仮にいても人材を支援し

て斬新な製品やサービスを生み出す仕組み

や制度がない」。

例えばスポーツでも音楽でも、世界で活

躍できるのは、子供の頃から1つのことに熱

中し、ある種の”絶対感覚”を身につけた人

材。ゴルフの石川遼しかり、12歳の天才ピ

アニスト、牛田智大しかりだ。IT分野でも、

そんな人材が必要というわけである。

「ソフトウェア産業は
実は少数の天才たちによって動く」
このような、天才的な素養を持ったIT人

材の必要性に対する問題意識は、今に始

まった話ではない。むしろバブル経済の崩

壊から抜け出す気配が見えず、一方でイン

ターネットが急速に普及しつつあった1990

年代後半の方が強かった。それを端的に示

す「72対1」という数字がある。意味するの

は2000年前後におけるパソコン・ソフトの

輸出入額の比率。当然、輸入が72で輸出が

1と、圧倒的な輸入超過だった。

そこで経済産業省（当時は通商産業省）

が2000年に開始した国家プロジェクトが

「未踏ソフトウェア創造事業」、現在の「未

踏IT人材発掘・育成事業」である。詳細は

本稿の後の解説に譲ることにして、ここでは

本質的な考え方に触れよう。

それは初期に使っていた、「ソフトウェア

産業は、実は少数の天才たちによって動く」

というフレーズに集約される。斬新で独創

的なソフトウェアは大企業や高名な大学で

はなく、天才的な人から生み出されるという

ものだ。これを実現するためには、才能ある

人材を発掘し、意欲や能力を最大限に引き

出す仕組みになっていなければならない。

そこで未踏プロジェクトでは、「国はサ

ポートや資金を提供するが、成果物は人材

自身に帰属する」ようにした。国が得る成果

物は人あるいは人が創り出した製品、サービ

ス、あるいは会社が生み出す雇用や税収であ

る、という発想である。同時に、未踏に応募し

て採択された人材に対してはプロジェクトマ

ネージャー（PM）をつけ、国は原則として資

金の使途に口出ししない。PMは産学界の第

一線で活躍している有識者であり、人材を指

導してアイデアをブラッシュアップし、実用

化や事業化への道筋をつける役割を負う。

これらは、それまでの「国が資金を出したプ

ロジェクトの成果物は国に帰属する」「資金の

使途は厳密に管理し、報告する」といった国

家プロジェクトのあり方からすると、文字通り

コペルニクス的転換だった。12年以上継続し

ていることも含めて、未踏は日本の国家プロ

ジェクトとしては希有な存在である。

未踏に着目し、1500人の
未踏人材を生かすべき理由
「面白そうなプロジェクトだが、自分には

あまり関係ない。ITにいくら詳しくても、そ

の分、オタクな感じで扱いにくそうだから」。

こんな意見もありそうだが、それは間違っ

ている。未踏人材として採択されるには、公

募やPMによる審査というプロセスを通る。

この段階で自己アピール力が問われる。加

えて1回の公募で採択される人材は複数で

あり、互いに交流も切磋琢磨もせざるを得な

い。そうしないと脱落が待っている。PMは

その道のプロなので、未踏人材を甘やかす

こともない。PM同士の競争心が働くので、

むしろ厳しい世界である。PMによる日々の

個別指導や成果報告会での発表や討論な

どの過程で、コミュニケーション能力をはじ

め高いスキルが磨かれるのだ。

そうやって生み出された未踏の”卒業生”

である未踏人材は、2011年度の段階で合計

1500人を超える。IT企業であれ、一般企業

であれ、あるいは大学や官公庁でも、これだ

けの人数がいれば必ず戦力になる人材がい

るはず。そういった優秀な人材を活用しな

い、あるいはできない方が問題とさえ言える。

事実、日々厳しい競争を展開するEC（電

子商取引）企業をはじめとするネット企業

や、外資系の IT企業が未踏人材の採用に

意欲的だという。「悩ましい問題の1つがそ

れ。起業する人を除けば、未踏人材の就職

先は一部の企業に偏っている。人材作りが

未踏の本質なので、それはそれでいいとも言

えるが、もっと日本企業に注目してほしいと

も思う」（未踏プロジェクトを統括するIPA

の神島万喜也次長）。

採用だけではない。未踏プロジェクトで

は学生に加えて、若手社会人の応募も受け

付けている。あなたの周りにいる優秀な若手

を羽ばたかせるために、未踏を活用していた

だくことを願っている。
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高度IT人材育成の嚆矢にして
トップエンドの取り組み
「産業経済を活性化させ、日本企業がグ

ローバル市場競争で生き残っていくための

根幹は、ITを高度に活用して社会に高い価

値をもたらすことのできる人材の育成にあ

る」─。高度IT人材の育成は、経済産業省

が2007年7月に日本の産業経済にとっての

喫緊の課題として掲げて以降、さまざまなフ

レームワークやプログラムの下、わが国の

IT人材レベルの底上げを図る活動が行わ

れている。

その一連の取り組みの方向性を決定づけ

たのが未踏事業である。2000年7月に未踏

ソフトウェア創造事業の名称でスタートし

て以来、多数の優秀なIT人材を輩出し、IT

業界をはじめとする日本の産業発展に貢献

してきた。これが裏づけとなって、今日の高

度IT人材育成施策においても引き続き先

端的なポジションを担っている。

未踏事業では、それ以前の国家的な IT

産業振興プロジェクトになかった “かつて

ない試み ”がいくつか取り入れられている。

それはどのような時代背景や問題意識から

きているのか。以下では、「なぜ、投資対象

が企業ではなく個人なのか」「なぜ、実績が

なく、国の施策にそぐわないプロジェクトマ

ネージャー（PM）制が採用されたのか」の2

点について当時の問題意識を掘り下げてみ

たい。

問題意識の萌芽─1990年代、
日米のIT産業で起こったこと
未踏事業の始動に至る問題意識の萌芽

は1980年代にさかのぼる。世界の半導体産

業で世界トップシェアだった当時の日本は、

次代の基幹産業分野と目された情報技術

においても先進国と称されるほどの興隆を

誇っていた。低価格でコンパクトなパソコ

ンが登場し、CPUは8ビットから32ビット

へと進化するなどハードウェアパラダイム

の転換期となった時代である。しかしなが

ら1990年代に入ると日本の経済は失速し、

それと同時に先頭を走っていたIT分野にお

いてもトップランナーの座から滑り落ちてし

まう。

一方、80年代に不振をきわめていた米国

は90年代に入り復活の狼煙を上げる。その

原動力となったのが IT、なかでもソフトウェ

ア技術だ。米国マイクロソフトのWindows 

95はパソコンの世界的普及に伴って市場

を席巻。また、96年頃から国防高等研究計

画局（DARPA）のARPANETを源流とす

るインターネットの民間利用が堰を切った

ように始まると、サン・マイクロシステムズや

オラクル、ノベル、ネットスケープといった

有力ソフトウェアベンダーが、IT史で最大

のイノベーションと言えるインターネットの

普及において主導的な役割を果たしていく。

図抜けた存在感を示した米国勢に、欧州

も続いた。1991年にはフィンランドのリーナ

ス・トーバルズ氏が最初のLinuxカーネル

を世に出し、1992年にはドイツのSAPが

ERPソフトの「SAP R/3」をリリースする

など、後の世界業界標準ソフトウェアが

次々と登場した。

こうして90年代は、米国を先頭に欧米の

IT先進国がインターネットの時代を主導し

切り拓いていくこととなる。ITの勢力地図

が塗り替わりつつ始まったIT革命のムーブ

メントに、日本が完全に立ち遅れてしまった

ことに、当時の通産省を中心とする関係者

は危機感を募らせていった。

組織から個人へ
─国家としての投資対象の転換
90年代、IT産業における日本と海外、な

かでも米国との圧倒的な差はどこから生ま

れたのか。関係者たちが着目したのは、主流

に躍り出た米国のソフトウェアベンダーの

ほとんどが、強烈な個性を持つ1人ないしは

数人のエンジニアの起業から出発している

発端はソフトウェア産業における
日米格差への危機意識

「情報技術が今後、経済や社会においてますます大きな役割を果たしていくこと
は間違いない。だが、この分野に対するわが国の取り組みが旧態依然としたまま
では、米国をはじめとする海外勢に確実に遅れを取ってしまう」─2000年7月、
日本のITの将来を危惧し、強い危機感を持って立ち上げられた未踏事業。ミレニ
アムイヤーの祝祭的なムードが世に漂う当時に、関係者・識者の間ではどのよう
な問題意識が共有・議論されたのか。

I T 人 材 を 巡 る 問 題 意 識
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│特集1 未踏事業のすべて│

点だ。つまり、イノベーションを創出しえる

突出した個人の存在が、米国IT産業全体の

興隆につながったわけだ。無論、この時期に

米国でたまたま天才エンジニアがたくさん

出現したという話ではない。そうした天才を

多く生み出すような土壌づくりを、国家レベ

ルで取り組んできたかどうかである。

未踏事業の発足に深くかかわった、竹内

郁雄統括PM／東京大学名誉教授（写真）

は次のように語る。「日米ソフトウェア格差

の危機意識は、関係者の間で80年代初めか

ら持たれていたが、さまざまな調査を通し

て、仮説は確信に変わった。このまま国対

国、企業対企業の競争をやっていてはダメ

で、組織ではなく個人に特化し、人中心の競

争をしていかないことには、IT分野でイノ

ベーションを生み出すスピードに追いつい

ていけないという結論に達した」。

目指すゴールは、天才級の人材が持つ圧

倒的な突破力をもって、日本のIT産業を再

び世界のトップレベルにまで引き上げるこ

と。それには一刻も早くそうした人材を発掘

し育成する仕組みを作らなくてはならなかっ

た。組織から個人への、国家としての投資対

象の転換という、かつてない戦略には関係者

の間でも反対意見が出るなど調整に多く時

間を要したが、最終的には竹内氏をはじめと

する関係者の信念が勝ることとなる。

「強烈なタレントが強烈なタレントを
育てる」─PM制導入の必然
卓抜な個人の発掘・育成という基本戦略

に加えて、関係者が着目したのが、若い人材

のプロジェクトをマンツーマンで支援・指導

し形にするPM制だ。

IT／ビジネス分野で豊富な経験と実績

を持つ1人の人間に個々のプロジェクトへ

の全責任を持たせるというPM制は、日本で

前例のない手法であるのとともに、国からの

助成金の使い方としてもきわめて例外的で、

やり方を誤ればいわゆるバラマキにつなが

る。当然、ここでも反対意見が噴出するが、

竹内氏はPM制の採用を強く主張した。そ

の理由もやはり日米ソフトウェア格差の危

機意識の中にあった。

「米国の IT産業では、スタンフォード大

学やカリフォルニア大学バークレー校など

に秀英な人材が集まり始めた1960年代から

PM制が採用され、計算機／情報技術の分

野で数々の偉大な実績を残してきた。その

経緯を目の当たりにしてきた我々は、最初か

らPM制度で行くしかないと思った。日本で

かつてないことを成し遂げるために、かつて

ないシステムが必要だったわけだ」と竹内

氏。以降、各界で残した実績はもとより、

PM陣の強烈なタレント・人間的魅力も未踏

の大きな特徴の1つとなり定着している。

変わっていく仕組みと
変わらない理念
未踏事業が個人の発掘と育成に取り組ん

でから12年が経過した。その後、IT勢力地

図はさらに様変わりした。概論でも述べたよ

うに、今も米国を中心に抜きんでた個人から

出発したベンダーが台頭し巨額の富を築い

ている。その意味で、未踏の当初からの着眼

点に間違いはなく、後は、世界にその名が知

れわたるような人材をもっと輩出していくの

みである。未踏にはすでに、開発言語Ruby

を国際標準にまで育てたまつもとゆきひろ

氏のような事例もあり、今後はまつもと氏ク

ラスの人材を輩出した“数”が問われること

になる。

竹内氏によれば、未踏の問題意識の中に

は、「この事業自身が名のごとく“未踏”であ

り続ける」こともあるという。「IT分野の変

化のスピードに対応していくため、未踏の仕

組みは柔軟に変わり続けなくてはならない。

目下の課題は優秀な人材とビジネスとの

マッチングで、具体的な策を検討している

ところだ。ただし、世界に打って出ていける、

抜きんでた個人を発掘し育成するという12

年前に描いた理念は、これからも変わらない

だろう」（竹内氏）。
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未踏事業─ 明日のITを担う
若き人材の発掘・育成に特化した
国家プロジェクト

IPAの未踏事業は、情報技術（IT）関連

分野においてイノベーションを創出するこ

とのできる独創的なアイデアと技術を有す

るとともに、これらを活用していく高い能力

を有する個人（クリエータ）を発掘し育成す

るプロジェクトである。この事業は、2000年

度に「未踏ソフトウェア創造事業」として出

発し、2008年度には、より若い人材の発掘・

育成に重点化すべく「未踏IT人材発掘・育

成事業」として再編され現在に至っている。

クリエータとして採択された者は、みず

からが提案するテーマについて、プロジェ

クト運営資金としての十分な採択金額を得

て、プロジェクトマネージャー（PM。詳細は

後述）からの指導・助言を受けながら自身の

裁量の下で開発を推進する。このクリエー

タの中から、特にすぐれた能力を有するク

リエータを「新規性（未踏性）」「開発能力」

「将来の可能性」の観点からPMが評価し、

「スーパークリエータ」として認定している。

クリエータの応募資格は、
25歳未満で「独創的なアイデアと
技術」を持つ人材

未踏に応募するための基本要件は、国内

に在住し、ITを駆使してイノベーションを

創出できる独創的なアイデアと、それを実

現するための技術スキルを持っている、25

歳未満の個人または個人からなるグループ

であることとなっている（詳細は IPA未踏

Webページ<http://www.ipa.go.jp/jinzai/

mitou/>の公募要件を参照）。なお、2010年

度までは年齢上限が無制限の「未踏本体」

と若い年代に限定した「未踏ユース」の2つ

の応募枠が設けられていたが、2011年度か

らは IT人材の“原石” の発掘・育成に重点

化する方針となり、年齢制限が設けられるこ

とになった。

無論、「独創的なアイデアと技術」はだれ

もが持っているものではない。だが、国内在

住で25歳未満、そして夢を形に変えたいと

いう情熱があれば、学歴や実績を問わず、ク

リエータになるチャンスがあるわけだ。

未踏プロジェクトを推し進め
若い人材に示唆を与える
経験豊富なプロジェクトマネージャー

卓抜な個人の発掘・育成に加えて、未踏

事業をそれたらしめる大きな特徴に、開発プ

ロジェクト推進の仕組みとしてPM制を採

用していることが挙げられる。PMは、開発

プロジェクトの採択・計画・実行の全フェー

ズにおいて総合的な責任をもって採択され

たクリエータの指導にあたる教官のような

存在である。PMには、個々人の才能や素質

を見抜く力はもちろん、技術および経営に関

する豊富な実績・スキル・見識を持ち合わ

せた人物が任用されている。

クリエータの抜きんでたアイデアや技術

もさることながら、PMに採択されないこと

には何も始まらない。また、PMがその指導

力あるいは人間力をもって、若きクリエータ

の、表には隠れた意外な才能や資質を開花

させるケースもある。その意味でPMは未

踏事業の成否のカギを握る存在であり、こ

れまでにも「このクリエータに、このPMあ

り」といったコンビネーションの妙から生ま

れた画期的なイノベーションも数多い。

ちなみに、未踏事業以前に、日本の主だっ

たIT推進事業でこのPM制を採用した例は

なかった。先の「未踏事業の意義」のパート

で、未踏発足の背景として日米ソフトウェア

格差の危機意識について述べたが、PM制

も米国のIT産業が早期から採用していたも

ので、やはり日本の先を行き成功している米

国にならったものである。

表に、現在の未踏PMの一覧を示す。顔

ぶれをご覧のように、日本の ITおよびビジ

ネス界の第一人者たちがそろい、若き才能

との出会いを待ち受けている。

公募から委託契約の流れと
2011年度の実例

未踏プロジェクトの流れとして、2012年

度の公募から委託契約までのスケジュール

を図に示す。晴れて未踏クリエータとなった

者は、採択されたプロジェクトについてIPA

と委託契約を結び、担当PMの指導の下、あ

らかじめ定められた人材育成／開発期間内

で開発作業を行う。支援対象となる1プロ

ジェクト当たりの費用総額は「プロジェクト

に必要な作業時間×時間単価」で決定され

る。プロジェクトの完了時には、成果物とし

クリエータ・PM・IPA
3者で挑む「未踏の道」

「日本の産業そして社会を変えていくのは、独創的なアイデアや技術でイノ
ベーションを創出する能力を有した、突出した若き人材である」─ 2000年7
月、IPA（情報処理推進機構）がこのような理念を掲げて「未踏事業」をスター
トさせて、今年で12年目となる。このユニークな人材発掘・育成事業はどんな
仕組みの下で、どのように実施されているのか。以下にまとめた。

未 踏 事 業 と は
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て遂行したプロジェクトの内容を記した成果

報告書を提出する。なお2011年度は、応募

プロジェクト総数86 件のうち、21件が採択さ

れた。29 名の未踏クリエータが誕生し、Web 

サービス、スマートフォン、組込ソフト、基本

ソフトなど広範囲にわたったプロジェクトが採

択されている。<http://www.ipa.go.jp/about/ 

press/20120124.html>を参照されたい。

12年間で1500名の
未踏クリエータが誕生し
幅広いフィールドで活躍

未踏事業は、この12年の間に931件のプ

ロジェクトを採択し、計1500名に及ぶクリ

エータを、また、その中でも抜きんでた逸材

として238名のスーパークリエータを輩出

してきた。未踏OBOGコミュニティの輪を

広げながら、IT分野を中心に産業および学

術研究の広範な領域で活躍を続けている。

IPAではさらに、スーパークリエータが

別の新たなスーパークリエータの発掘を行

うといった未踏人脈の中での人材育成や、

産学界との交流を深める環境の整備を進め

ることで、逸材のさらなる掘り起こしと人材

ネットワーク形成を促進している。

●

才能溢れる若き人材と、彼らが経験豊富

なPMと共に生み出す成果が、日本のIT、ひ

いては日本の社会を明るいものに変えてい

く原動力となる。未踏事業は「我こそは」と

思う逸材の応募を待っている。

2012年度 未踏IT人材発掘・育成事業プロジェクトマネージャー（PM）の顔ぶれ

図　2012年度の未踏人材発掘･育成事業のスケジュール

  統括PM

  2012年度PM

竹内 郁雄
早稲田大学理工学術院教授
東京大学名誉教授

増井 俊之
慶應義塾大学 
環境情報学部 教授

夏野 剛
慶應義塾大学 大学院
政策・メディア研究科
特別招聘教授

石黒 浩
大阪大学大学院 基礎工学研究科
システム創成専攻 教授
ATR石黒浩特別研究室室長

越塚 登
東京大学 大学院情報学環 
教授／ YRPユビキタス・
ネットワーキング研究所 
副所長

後藤 真孝
産業技術総合研究所 
情報技術研究部門 上席研究員
兼メディアインタラクション
研究グループ長

首藤 一幸
東京工業大学 大学院
情報理工学研究科 
数理・計算科学専攻 准教授

原田 康徳
日本電信電話株式会社 
NTTコミュニケーション科学
基礎研究所 主任研究員

藤井 彰人
グーグル株式会社
エンタープライズ 部門 
シニア プロダクト 
マーケティング マネージャー

2012年
2月 3月 4月 5月 6月 7月 9月8月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2013年

公募期間

～4月10日12時
審査

人材育成/開発期（約7カ月）
［原則：契約締結日～2月8日］

検査
契
約
処
理

※

※2013年1月26、27日に成果報告会を一般公開で実施予定

産学の第一線で活躍する統括PMとPMは、
クリエータが提案するテーマについて自身の
知見を結集して指導・助言する役割を担う。
超個性的なPM陣の下で能力・技術を磨いた
逸材たちが日本そして世界を変えていく
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クリエータが世に羽ばたくまで
─未踏事業のタイムライン

「どうしたら未踏クリエータになれるのか？」「提案テーマの審査はどのように行われるのか？」
「PMやIPAからはどのような指導・支援が受けられるのか？」。ここでは、未踏事業の運営の枠組
みと、公募開始から成果報告会、スーパークリエータ認定まで、約7カ月間にわたる未踏クリエータ
としての活動の流れを時系列で見ていく。
※公募要領などの詳細はIPA未踏Webページ<http://www.ipa.go.jp/jinzai/mitou/>を参照

未 踏 人 材 が 生 ま れ る ま で

公募開始- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -　未踏事業の公募は、公募要領の公開・配

布と共に開始される。求めているのは、「独

自性・革新性があり、将来、社会的インパク

トを与える可能性を秘めたテーマを実現し

ようとしている若い逸材」だ。2012年度の場

合は、2012年4月1日時点で日本在住かつ25

歳未満の者であれば、だれでも応募するこ

とができる。1つのテーマには複数名のチー

ムでの応募が可能で、また、最大で3つの異

なるテーマを提案できる。公募期間は2月

～4月の3カ月間で、IPAの所定のWebペー

ジから電子申請によって行う。

　公募説明会は、公募受付締切日までに数

回開催される。テーマの提案（応募）方法

やスケジュールなどの手続きの説明やその

年度を担当するプロジェクトマネージャー

（PM）からの提案テーマの採択に関する

メッセージのほか、すでにIT業界などで活

躍する未踏出身者による特別講演も行わ

れ、未踏を経験した者ならではのアドバイ

スが得られる場ともなっている。

公募期間の終了後、PMによる審査・採択

が行われる。一次審査（書面審査）では、集

まったすべての提案テーマに対して、各PM

が得意とするテーマ分野を主体に、それぞれ

が持つ独自の視点から評価がなされる。この

ような手法が採られているのは、独創的なアイ

デアや抜きんでた技術スキルなどをより積極

的に評価するためである。もちろん、提案内容

が本事業の趣旨に適合しているか否かや、提

案者の資格要件を満たしているかといった基

本的なこともこの一次審査で行われる。

一次審査を通過した提案テーマは二次審

査（ヒアリング）へと進む。ここでは提案者

がPMに対して提案内容をプレゼンテーショ

ンする。プレゼンでは、提案テーマの内容を

わかりやすく伝えることはもちろんだが、例

えば、テーマに対してどれだけ自信や情熱を

もって取り組もうとしているかなど、各PMが

それぞれの観点から審査にあたる。

二次審査がすべて終了すると、全PMに

よって採択テーマ候補が選出され、外部有

識者から構成される審査委員会および IPA

での審議を経て、その年度の採択テーマとし

て正式に決定される。

公募説明会- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  　

審査・採択- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  　

1

2

3
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│特集1 未踏事業のすべて│

クリエータ委託契約- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  - 晴れて提案テーマがその年度の未踏プロ

ジェクトとして採択された提案者は、IPA

とクリエータ委託契約を締結する（複数名

からなるプロジェクトの場合、開発代表者

をチーフクリエータ、共同開発者をコクリ

エータと呼ぶ）。提案者は契約締結日から

未踏事業のクリエータとなってプロジェク

トを遂行する「人材育成／開発期間」がス

タートする。人材育成／開発期間は契約時

にプロジェクトごとに定められ、原則では契

約締結日から約7カ月間となっている。

1プロジェクトあたりの採択金額（プロ

ジェクト費）は、クリエータ委託契約の契約

規模として、「プロジェクトに必要な作業時

間×時間単価」で算出し決定される。なお、

プロジェクトに必要な作業時間の上限は

1120時間となっている（複数名のクリエー

タによるプロジェクトの上限時間は、各クリ

エータの作業時間を合計した時間となる）。

契約締結からほどなくして担当PMの主

催でプロジェクトの合宿形式でのキックオ

フ会議（ブースト会議と呼称）が開かれ、未

踏クリエータとしての研究開発活動が実質

的に幕を開ける。

未踏クリエータとしての人材育成／開発

期間中のプロジェクト活動は、担当PMや

IPAと密接にコミュニケーションをとりなが

ら進められていく。図に、プロジェクト開始後

のクリエータ、担当PM、IPAの3者の関係・

役割と、プロジェクトの開始から完了までの

流れを示した。クリエータは担当PMに実施

計画書を提出し、日々作業日報をつけ、定期

的に担当PM および IPAに対してプロジェ

クトの進捗報告を行う。PMはクリエータに

個別指導・個別合宿・進捗会議などを行いな

がら、プロジェクトの総責任者として全体の

進捗管理を行い、プロジェクトを支援する。

なお、2008年度に「未踏ソフトウェア創造

事業」から「未踏IT人材発掘・育成事業」へ

の再編を行った際、活動評価を「期間中にい

かに能力を伸ばしたか」により重点を置くこ

とになり、以降は、荒削りだが今後大きく伸び

る可能性のある若いクリエータを支援する

体制が強化されている。また最近では、クリ

エータ同士が積極的につながりはじめ、「未

踏人材エコシステム」とも呼べる大きな人脈

を形成しつつあり、活動のフィールドがより

広がっている。

プロジェクト活動- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  - 	

図　プロジェクト開始後のクリエータ、担当PM、IPAの3者の関係・役割

クリエータ PM

●実施計画書の提出   ●作業日報   ●進捗報告   ●適時質問 

●プロジェクト成果の評価 
●スーパークリエータ
　候補選定 

●事務処理サポート 
●報告会等の企画
　運営

●進捗管理   ●費用支払   ●報告会等の企画運営

●作業日報   ●進捗報告   ●成果報告書   ●実績報告書   ●プロジェクト費用、旅費交通費請求 

●進捗管理　
●費用支払　
●報告会等の企画運営

4

5
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図　人材育成／開発期間における、プロジェクトの開始から完了までの流れ 

担当ＰＭによる評価

採択テーマ決定 

契約手続き

人材育成／開発期間

プロジェクト完了後のフォローアップ

人
材
育
成
／
開
発
期
間

 （
契
約
書
に
お
け
る
委
託
期
間
） クリエータから成果報告書提出

約10日

約1カ月

約1カ月

約7カ月

PM 主催で以下を実施 （開催場所は PM にて指定）
　・ キックオフ会議（ブースト会議） 
　（・ 中間報告会）
　・ 成果報告会

担当 PM による進捗管理・指導・助言 
（電子メール、作業場所訪問など） 

・ IPA への定期報告（5 年間） 
・ 教育機関、研究機関、産業界への、本事業に関する
  説明会等への参画（IPA 要請時）等

ブースト会議は、その年度のクリエータ

やPM、未踏OBOGが一堂に会して、プ

ロジェクトのプレゼンや、プロジェクトの

進め方やテクノロジーに関するディスカッ

ションなど、さまざまなプログラムを集

中して行う合宿形式のキックオフ会議で

ある。

普段のプロジェクト活動では、担当PM

や顔見知りの同期のクリエータらとの交流

にとどまるが、他のPMやOBOGらとも対

面して会話を交わし、質問や議論ができる

ブースト会議は、文字どおり“タテ・ヨコ・

ナナメのつながり”が生まれ、広がっていく

場となっている。

ブースト会議 - -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -6



13未踏人材が生まれるまで

│特集1 未踏事業のすべて│

　経済産業省／ IPAでは、高度 IT人材の早
期発掘・育成に向けた取り組みの一環として、
2004年度より毎年「セキュリティ・キャンプ」
を実施している。2008年度から2011年度
までは対象をソフトウェア開発の分野に拡げた
「セキュリティ＆プログラミングキャンプ」とし
て実施された。2012年度は、昨今のサイバー
攻撃に見られるような情報セキュリティの脅威
が社会的な問題になりつつあることを踏まえ
て、民間企業･関連団体による「セキュリティ･
キャンプ実施協議会」が設立され、情報セキュ
リティに特化した ｢セキュリティ・キャンプ中央

大会2012」として共同主催で実施された。
　セキュリティ・キャンプの目的は、若年層の
情報セキュリティ意識の向上や高度なセキュリ
ティ知識の取得に加えて、モラルや自立的な
学習意識、職業意識などの向上も図り、将来、
セキュリティ分野の発展に大きく貢献しうる優
れた人材の発掘と育成を行うことにある。
　プログラムの対象は22歳以下の学生で、夏
休みなどの期間に4～ 5日間の短期合宿の形
で開催されている（2012年度は、8月14日～
8月18日の4泊5日の日程で千葉県・幕張で
開催）。講師には、専門家、研究者、ITベンダー

の技術者などセキュリティ／開発分野の第一人
者が招かれ、学生たちと寝食を共にして指導に
あたる。テクニカルな講義・実習だけでなく、
ネットワーク社会でのモラルやコミュニケーショ
ン能力なども習得する点が特色となっている。

クリエータは、人材育成／開発期間中に

自身が成し遂げた案件について報告の責務

を負う。

その場と位置づけられるのが「成果報告

会」。名称の通り、クリエータたちが期間中

に挑んだプロジェクト成果を報告するイベ

ントである。2012年度の成果報告会は2013

年1月26、27日に一般公開で実施される予

定だ。

その後、書面での報告も必要となる。自身

が遂行したプロジェクトについてまとめた

成果報告書と、プロジェクト費をまとめた作

業報告書を、所定フォーマットのもとに作

成してIPAに提出する。

スーパークリエータは、その年度のクリ

エータの中でも、特に独創的なアイデアと

技術を有し、それらを活用する能力を持った

突出した逸材に与えられる称号だ。その選

定は、各担当PMによる評価を基に、産学

界の有識者で構成された審査委員会による

審議を経て IPAによって行われ、後日に開

催されるスーパークリエータ認定証授与式

をもって、一連の育成事業の締めくくりとな

る。各界の識者やキーパーソンが多数招か

れる授与式は、未踏の若き逸材たちと、卓抜

なアイデア・技術を披露する場としても注目

されている。

報告書提出・成果報告会- -  -  -  -

スーパークリエータ- -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -

認定者選定・
認定証授与式

“高度セキュリティ人材”を育てる！　─セキュリティ・キャンプの目的と意義

7

8
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日本語入力の世界に惹かれ、
未踏で「予測入力の拡張」を追求
「Google 日本語入力」は2009年12月に

ベータ版が公開されて以来改良を重ね、現

在ではその精度の高さや固有名詞の語彙

の広さで、プロプライエタリな日本語入力

システムを凌ぐ存在になりつつある。この

Google 日本語入力をメインで開発している

1人が小松氏だ。

雑誌の記事で見つけた日本語入力の予

測入力手法「POBox」に惹かれ、東京工業

大学大学院在籍時に「インタフェースの改

善による変換効率を高めることに、自分も貢

献したい」と予測入力の拡張にチャレンジ。

担当教授の勧めもあって未踏に応募したと

ころ、望みどおりに採択が決まった。

小松氏が開発者として日本語入力の世

界に惹かれた理由は、「コンピュータが支援

するユーザインタラクション」という分野の

可能性の広さに気づいたからだという。「新

しいユーザーインタラクションを開発する

ことによって、日本語入力をさらに効率的

にできると確信した」と同氏は話す。最近、

Google 日本語入力の開発において特に力

を入れているのは、モバイルデバイスにおけ

るタッチ入力の改善だ。「モバイルデバイス

の日本語入力システムはまだまだ改善の余

地が大きい」（小松氏）。

小松氏は、期限が決められた中で一定の

成果を出すという未踏のシステムについて、

「よい意味でプレッシャーになった。期間が

決められたプロジェクトでは細部にこだわ

るよりも、全体を見渡す力がより重要にな

る。社会人になる前にこういう経験ができた

ことは自分にとって大きい」と語る。

今の時代を生きる人のための
日本語入力システムを創る
未踏での実績と経験をGoogle 日本語入

力という製品で今も生かし続けている小松

氏。Google 日本語入力は、他の入力システ

ムと異なり、Web検索で多く使われている

言葉をすべて集めて機械的に抽出している

ため、ネット上の新しい言葉や人名・地名

などの固有名詞のカバー範囲が圧倒的に広

い。どんな言葉を最終的に選んでいくのか、

氏が常に心がけていることは、「生きている

日本語に合わせること。今の時代を生きる

人のための日本語入力システムでなければ

ならない」ということだ。

そんな日本語入力へのこだわりは未踏プ

ロジェクトで育まれ、Googleというバックエ

ンドで大きく開花した。「未踏での経験はう

まくいったこともいかなかったこともすべて、

Google 日本語入力の開発のベースになっ

ている」と小松氏。開発者が本当にやりた

いこと、作りたいものなら、未踏の前も後も

それは続く。ただ、未踏での実績がその後の

成果に良い影響を及ぼすことを、小松氏の

ケースは教えてくれている。

未
踏
で
の
実
績
と
経
験
が
基
に
な
っ
て
生
ま
れ
た
、

画
期
的
な
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
日
本
語
入
力
シ
ス
テ
ム

小松 弘幸氏
Hiroyuki Komatsu

未 踏 が 生 み 出 し た も の

東京工業大学大学院情報理工学研究科の修士課程在籍中に日本語予測入力システム「PRIME」を開発。テーマ「予
測入力の拡張」が2002年度未踏ソフトウェア創造事業に採択され、2003年度もプロジェクトを継続。同年度スー
パークリエータの認定を受ける。米国グーグルでのインターンを経て2005年、グーグル株式会社に入社。Google 
日本語入力の開発などを担当する。

グーグル株式会社 ソフトウェアエンジニア
2003年度未踏ソフトウェア創造事業 スーパークリエータ

未踏事業に採択された若き逸材たちは何を生み出したのか。ここに4人の
スーパークリエータの例を紹介する。

写真＝片岡 純
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│特集1 未踏事業のすべて│

「すべての想像者を創造者に」─
動画編集ソフトの新境地を切り拓く
「未踏で人生が変わった。あのとき採択さ

れなかったら、海外に転職していたかもしれ

ない」─杉山氏は未踏に採択された当時を

こう振り返る。大手ゲーム会社時代、趣味で

開発した動画編集ソフト「LoiLoScope」で

2006年度の未踏に採択され、翌年には事

業化。待ち時間がほとんどない“ノンレンダ

リング ”を実現した超高速映像処理エンジ

ンと、誰もが使える直感的なUIが国内のみ

ならず海外でも高く評価されている。「未踏

に応募するために何かを作ったのではなく、

もともと作りたいものが先にあった。実際に

動く高品質なプロトタイプを用意できてい

たことは採択にも有利に働いただろうし、そ

の後の事業化の流れもスムーズだった」と

杉山氏。はじめにプロトタイプありきのスタ

イルは、実際に成果を上げている未踏プロ

ジェクトの共通項と言えそうだ。

「文字どおり、だれも到達したことがない

ことに挑戦できる機会と、とことん開発に打

ち込める環境を国が用意してくれる。それが

未踏のすばらしさだと思う。国の助成金は

わかりにくいものが多いが、未踏はその点、

すごく明快だ」（杉山氏）。

「未踏の本質とは開発者の熱い想いを
製品にし、世に広く知らしめること」
開発者として「説明書なしで入っていけ

る世界、直感的なわかりやすさ」を何より大

切にしているという杉山氏。誰もが触ってす

ぐに使えることを常に意識したLoiLoScope

は、経験豊富な未踏PMたちにも、際立って

ユニークで “尖った”ものとして映った。

だが一方で、LoiLoScopeのような独創的

なソフトで、商業的にも成功を収めるプロ

ジェクトはいくら未踏と言ってもそれほど多

くない。杉山氏はその理由について「誰も足

を踏み入れていない領域に挑戦するのは大

事だが、ターゲットを見失うと市場は反応し

ない。『こんなソフトがあると便利だな』と思

わせるものでないと難しい」と語り、「ビジネ

スとして成功させるにはマネジメントできる

人間の存在が重要。未踏でも開発とマネジ

メントが同じ目線で1つのテーマに取り組め

るプロジェクトがあってもよいように思う」と

分析する。

杉山氏は、冒頭にも挙げたコンセプト

の「想像者を創造者へ」は未踏にも同じこ

とが言えると強調する。「“Imagination to 

Creation”、想いを形に変えるというこの言

葉が好きだ。私は未踏に採択されたことで、

自分の想いを製品として世に届けることが

できた。これこそが未踏の本質だと思う」。

ソフトウェア開発者の熱い想いを1年間の

プロジェクトを通して形にし、世に広く知ら

しめる。未踏が “本来の”役割を果たしたと

き、創る人にとっても使う人にとっても、きっ

と幸せな世界が待っているはずだ。

難
題
に
全
力
で
挑
戦
で
き
る
機
会
を

国
が
与
え
て
く
れ
る
。
そ
れ
が
未
踏
の
良
さ

杉山 竜太郎氏
Ryutaro Sugiyama

日本大学芸術学部在学中にVJ（ビデオ・ジョッキー）として、ビデオ・インスタレーションの世界にのめり込む。
1999年セガに入社後も週末VJとして活動。動画編集ソフト「LoiLoScope」を開発し、2006年度未踏に採択。
スーパークリエータ認定を受ける。2007年に実弟でプログラマーの杉山浩二氏とLoiLoを設立。「LoiLoScope 2」
「LoiLo Touch」「ロイロエデュケーション」といった独創的な動画編集ソフトウェアをリリースしている。

株式会社LoiLo 取締役
2006年度下期未踏ソフトウェア創造事業 スーパークリエータ

写真＝片岡 純
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イラストに命を吹き込む表現手法
「Live2D」を開発
「日本から海外に輸出できるソフトウェアが

少ないという現状がすごく悔しかった。だか

ら、世界のデファクトスタンダードになるソフ

トウェアを生み出したかった」─ 2006年度下

期スーパークリエータの中城氏は、未踏への

応募を決めた当時の思いをそう振り返る。

中城氏の採択テーマは「Live2D」と呼ばれ

る2Dキャラクター映像技術を実現するシス

テムの開発だ。このシステムでは、イラストや

アニメなどにおける2Dならではの画風や繊

細な表現を保ったまま、3Dの奥行き・立体感

でキャラクターをアニメーション化できると

いう、これまでにない『イラストに命を吹き込

む』表現手法が取り入れられた。「3Dのように

効率よく立体表現できる2Dベースの手法が

潜在的に求められていながら、すっぽり抜け

落ちていると感じた」と中城氏は説明する。

もともと絵を描くことが好きで漫画家を

目指したこともあった。一方、ソフトウェア

エンジニアとして3D技術に触れる中で3D

の表現手法に限界があることも感じていた。

そんな折、「日本からビル・ゲイツのような

天才起業家を育てる」というメッセージを

発していた未踏事業に共感して応募を決め

た。「アイデアで勝負できるソフトウェアは

資源の少ない日本にとっては大きな資産に

なる。でも、実際には他の産業と比べてお荷

物のような存在になってしまっていて、それ

が残念だった。未踏に応募したアイデアを

事業化して、ゆくゆくは自身もビル・ゲイツ

を目指そうと思った」（中城氏）。

未踏仲間と切磋琢磨する場が
起業家としての貴重な体験に
「もし未踏がなかったら、今の会社はなく

なっていた可能性もある。間違いなく私の人

生のプラスになっている」と中城氏は語り、

未踏が起業家支援の有用なフレームワー

クとしても機能している点を評価する。「会

社設立から数年は基本的に1人でLive2D

の開発に専念する計画だったため、未踏で

の人材面での交流は特に大きな助けになっ

た」（中城氏）。

ビジネス開始当初は「Live2Dに関係しな

い受託開発は行わない」という方針を掲げた

こともあり、一向にLive2Dの採用が決まらず

倒産寸前の事態にも陥ったという。事業が軌

道に乗り始めたのは約2年前で、Live2Dが

バンダイナムコゲームスのタイトルに採用さ

れ業界内で注目を集めたのがきっかけだ。現

在ではゲームメーカーを中心に約20タイト

ルに採用されるまでになった。

「今後、技術にさらに磨きをかけたうえで、

いよいよ海外への展開を図っていく」と中城

氏。そして、若いエンジニアたちには、「未踏

は、自分のアイデアを具体化するまたとない

チャンス。志ある人はぜひチャレンジしてほ

しい」とエールを贈る。

「
日
本
発
の
世
界
標
準
ソ
フ
ト
を
開
発
し
た
い
」

―
―
未
踏
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か
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え
る
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高
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舞
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中城 哲也氏
Tetsuya Nakajo

京都大学工学部情報工学科を休学し、印刷関連ソフトウェア開発会社ジーティービーの取締役を経て、2Dキャラク
ター作成システム「Live2D」を開発するためサイバーノイズを設立。直後の2006年下期の未踏事業に採択され
る。翌2007年に未踏スーパークリエータ認定を受ける。Live2Dはこれまでになかった表現手法との評価を得て、
大手ゲームメーカーを中心に約20タイトルに採用される。

株式会社サイバーノイズ 代表取締役
2006年度下期未踏ソフトウェア創造事業 スーパークリエータ

写真＝河原潤



17未踏が生み出したもの

│特集1 未踏事業のすべて│

大学1年生が世に放ち、導入4,500社
以上に至った画期的なVPNソフト
未踏事業の歴史の中でも際立って有名

で、かつ成功した事例の1つが登氏の「Soft 

Ether」だ。未踏での成果を基に登氏が中心

となって設立した筑波大学発ベンチャー企

業のソフトイーサは、現在もつくば市に拠点

を置きながらソフトウェア製品の開発/販売

やVPNを中心としたネットワークサービス

を事業として展開している。VPNソフトウェ

ア「PacketiX VPN 2.0/3.0」は、すでに4,500

社以上の導入実績を誇る。

2003年、登氏は筑波大学に入学後程なく

して学内の無線LANの使いにくさに「もっ

とプロトコルが使えると便利なのに」と感じ、

みずから「自由な無線LAN環境」を作り出

そうとSoftEtherの開発を始めた。そして、完

成に近づいた頃に未踏事業の存在を知り、自

分のために作ったソフトウェアだったが、よ

り多くの人に使ってもらえるならと応募、あっ

さりと採択に至った。

「未踏がなかったら、SoftEtherが汎用的な

ものになるためにもっと時間がかかったと思

う。1年間で何らかの成果を出すというゴー

ル設定は、プロジェクトを完成させる時間を

短縮するのにすごく効果的だった」と登氏

は振り返る。「採択に至らなくても、そう遠く

ないうちにプロダクトとして完成させる自信

はあった。その時間を早めてくれたのが未踏

だった」。

歪んだシステムに抗う気持ちなくして、
イノベーションは生まれない
現在も開発とビジネスを順調にこなす登

氏だが、そのイノベーションの源泉はどこに

あるのか。「自分が困っていることや不便に

感じていることを解決したいと心から熱望す

る気持ちがイノベーションにつながる。不便

を甘んじて受け入れているのは、歪んだシス

テムに慣らされているだけ」と登氏。歪んだ

システムには不便な状態を維持しようとす

る動きがはたらく。その動きに逆らって既存

の状態を破壊することこそがイノベーション

であり、自由な発想に基づくソフトウェアは

そうして生まれてくる。氏の考え方は未踏が

掲げる目的にも合致する。「歪んだ状態のま

までよいという動きに逆らうのはかなりのパ

ワーが必要。だからこそ頭が柔軟な中学生ぐ

らいから、イノベーティブな発想をする訓練

を行ったほうがいい」とも指摘する。

「やりたいことがあって、すでに着手してい

るなら、未踏への応募をお勧めしたい。ただ

し、応募してもしなくても自身が作り続けられ

るものであるという点が重要。未踏の支援が

なければ完成に至らないようなものは、出し

ても意味がない」と登氏。開発者自身が持つ

技術と情熱というエンジンをより速く、効率

的に動かす助けとなる存在が未踏だとするな

らば、その関係性を両者がきっちりと理解し

たとき、SoftEtherに続く大きな成功例が生ま

れてくるのかもしれない。

不
便
や
不
満
を
変
え
た
い
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登 大遊氏
Daiyu Nobori

小学校2年生で独学によるプログラミングを始め、高校在学時にはDirectX関連の書籍執筆などを行う。筑波大学
第三学群情報学類1年生だった2003年7月に未踏ソフトウェア創造事業の未踏ユース部門で採択を受け、画期的
なVPNソフトウェア「SoftEther 1.0」を完成させる。2004年4月にはソフトウェア開発会社ソフトイーサを設立。
SoftEther 1.0の後継として製品化された「PacketiX VPN 2.0/3.0」は、すでに4,500社以上の導入実績を誇る。

ソフトイーサ株式会社 代表取締役会長
2003年度未踏ソフトウェア創造事業（未踏ユース）スーパークリエータ

写真＝片岡 純
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未踏事業が、世界に打って出ていくことのできる“突出した逸材”の発掘・育成に挑み続けて12年。スーパー
クリエータをはじめとする未踏出身者が生み出してきた幾多の成果は、国内にとどまらず海外でも広く知れ
渡り、イノベーションを創出しうる高い能力を持った人材として、世界的な企業からも注目されている。そう
した中、未踏事業の意義や未踏人材の実績を、第三者はどのように評価しているのか。採用や起業支援と
いった立場で関わりを持つ産学界のキーマンの率直な意見を聞く。また、未踏人材の育成に尽力するプロ
ジェクトマネージャー（PM）が、未踏の価値をさらに高める方向性を座談会で語る。
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業

未踏に着目する人たち

プロジェクトマネージャー座談会

スペシャルインタビュー：
JISA会長に聞く未踏プロジェクトの意義

評価

教導

見解
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75
学生

7
起業

1　ベンチャーに転職

1　大学院進学

13
大企業等に就職

3　教員

6　研究職
2　研究職

14
進学

2　大企業等に就職

1　ベンチャーに転職

1　教員

1　大学院入学
　 →大企業等に就職

30
変更なし

22
変更なし

2　その他

31
大企業等に勤務

3　起業

1　起業

1　大企業等に転職

1　大企業等に転職2
ベンチャー
等に転職

2
ベンチャー
等に転職

2
フリー

1　その他 1　その他

図　未踏クリエータのキャリアパス推移（左は未踏期間終了時に学生の者、右は未踏期間終了時に社会人の者）	 出典：「IT人材白書2012」（IPA発行）

ポテンシャルを考えると
まだまだ不十分な未踏の成果
「突出した人材が持つ突破力をもって、世

界における日本の IT産業のポジションを

トップレベルに引き上げる」─未踏事業が

12年前に描いた目標は、残念ながら現時点

では達成に至っていない。突出した人材と

成果物を多数生み出したのは事実だが、こ

の国家的なプロジェクトのポテンシャルは

もっと高いレベルにある。

要因はさまざま考えられるが、なかでも十

分な検討を要するのは、未踏クリエータの

ようなすぐれた人材がプロジェクトの終了

後、十分に活躍できる舞台が整っているの

かどうかということだ。彼らがどんなにすぐ

れた才能と可能性を持っていても、それを世

に知らしめ、大きなビジネスに転換できる環

境が十分でなければ、当然、成果に結びつか

ないからだ。

未踏クリエータと企業は
それぞれ何に不足を感じるか
現状を把握するため、IPA発行の「IT人材

白書2012」から調査データをいくつか示そう。

1つ目は事業化を行っている、ないしは目指し

ている未踏クリエータを対象に、事業化にあ

たっての阻害要因について尋ねた結果であ

る。「阻害要因と感じるものはない」との回答

は13.5％で、つまり全体の8割強が事業化に向

けて何らかの阻害要因を感じていることにな

る。また、普遍的なテーマの「時間の不足」と

「人的資源の不足」に続いて、「資金の不足」と

「経営的支援の不足」を感じるクリエータが

それぞれ41.9％、33.8％と相当数に上ることが

わかった。

2つ目は、未踏クリエータのキャリアパス

推移について示したものだ（グラフ参照）。

学生の場合、その後の進路として大企業へ

の就職が最も多く、起業は7名、研究職は6

名にとどまる。また社会人の場合は約3分の

2がそのまま所属先での勤務を続け、起業や

ベンチャー企業への転職はごく少数である。

一方、優秀なIT人材を欲している企業の

側ではどうか。調査では、IT企業およびユー

ザー企業におけるIT人材の“質に対する不

足感”についても尋ねている。その結果では、

「大幅に不足している」という回答が IT企業

で25.9％、ユーザー企業で28.5％となり、「や

や不足している」はそれぞれ59.0％、57.7％に

もおよぶ。つまりIT企業／ユーザー企業の

両方とも、大半が現状のIT人材の質に不足

感を感じているのである。

未踏人材の価値の最大化に向けて
なすべきこと
国が認めた優秀なIT人材は、事業化のた

めの資金や経営的支援の不足を訴え、組織

は質の高い IT人材の不足を嘆いている─。

調査データからは、未踏事業から突出した

人材が毎年輩出されているのにもかかわら

ず、そうした人材が持つ価値を最大化でき

ていないという、日本の産学界にとっての深

刻な課題がはっきり見えてくる。今後あるべ

き姿として、未踏の存在はもっと世に知れ

渡っていく必要があるし、組織はそうした人

材が活躍の場を求めていることをもっと知

る必要があろう。

一方で、未踏事業の意義と突出した人材

が持つポテンシャルの高さを深く理解して

熱い視線を送り続けている人たちも存在す

る。本パートでは、そんな「未踏に着目する

人たち」に登場を願い、今の未踏事業／人

材への評価や日本の IT産業が今後向かう

べき方向などについて忌憚なく語ってもらっ

た。彼らの言から、客観的視点からの未踏の

現在位置や、企業と人材のミスマッチの解

消に向けた考え方を多くの方に感じ取って

いただき、未踏への関心がより高まっていく

ことを願っている。

未 踏 に 着 目 す る 人 た ち

早期から未踏事業／人材に着目し、熱い視線を送り続けている人たちがいる。彼ら
の言から、日本の産学界が今こそ未踏に着目すべきである理由が見えてくる。

産学界が今こそ未踏に着目すべき理由
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未踏出身者の強い志と
“基礎体力”の高さに感心
技術に強みを持つ起業家を“企業家”へ

と導くインキュベーターとして、中嶋氏が

アーキタイプを設立してから今年で7年目。

同社のインキュベーションの下、これまで4

社が未踏出身で起業している。

そんな中嶋氏は未踏出身者をこう評価

する。「高度な技術を持っているのはもちろ

んだが、それ以上に皆、熱い志を抱いてい

ることに感心している。私自身、革新的な

技術やサービスを持っている起業家を育

てたいという思いでインキュベーション事

業を始めたので、彼らへの期待はとても大

きい。彼らの技術を事業会社の経営基盤と

組み合わせることで、イノベーションを起

こしたい」。

中嶋氏が最初に接した未踏人材は、当時

まだ大学4年生の若者たちだった。友達の

つながりをベースに広告を発信するSNS向

けマーケティングエンジンの技術を開発し

た彼らは、2006年にネイキッドテクノロジー

を創業。同社の高い技術と将来性に目を付

けた国内SNS最大手のミクシィに買収され

て今に至る。

同じくアーキタイプが起業をサポートし

ている、未踏出身者の創業企業Hapyrus 

Inc.は米国への進出を果たしている。同社

はシリコンバレーのスーパーエンジェルと

して知られる500 Startupsのインキュベー

ション企業に採択され、ビッグデータの活

用技術を柱に新サービスの開発に力を尽

くしているという。「未踏出身者は、一般的

な学生起業家などとは開発者としての “基

礎体力”が違う。うまく歯車が回れば瞬く

間に成功する力がある。加えて未踏出身者

同士の横のつながりも強いので、仕事を紹

介し合ったり、ライバルとして刺激になっ

たりと、ベンチャー企業の経営者にとって

心強い関係性を築いている」と中嶋氏は見

ている。

強い目的意識を持って
未踏にチャレンジを
中嶋氏はこれまでの経験から「あくまで

個人的な見解だが」と前置きしつつ次のよ

うに指摘する。「いきなりビジネスを立ち上

げるよりも、ベンチャーでも大企業でも構

わないので一度企業に勤めて社会経験を

積んだほうがうまくいくように思う。ビジネ

スの本質を理解できるし、人脈も拡がるか

らだ」。

「いくら技術が優れていても、開発者だけ

では会社はまわらない。誰一人営業ができ

ないようでは当然厳しい。ビジネスとして

やっていくうえでバランスをどう取るかが

重要だ」と中嶋氏。足りないと判断した部分

は他から人材を募るなどして補完する。先

のネイキッドテクノロジーも社会経験が少

なかったため、同氏が経営者をリクルートし

ている。

中嶋氏は、社会を牽引しうる突出した個

を育てるという未踏事業の狙いは一定の成

果を上げていると評価しつつも、より一層の

世間への周知を求める。「未踏は、世界中の

ビジネスパーソンがその名を知っているぐ

らいの知名度と評価があっていい。そうなれ

ばより多くの未踏人材が世界で活躍できる

ようになる」（中嶋氏）。そして、これから未踏

採択を目指す若きエンジニアに対しては次

のようにアドバイスする。

「起業したいのか、それとも自身の研究を

極めたいのか、まずは未踏プロジェクトでの

取り組みを通じて自分がどうなりたいかの目

的意識を強く持ってほしい。そのうえで起業

を目指すのであれば、当社はもちろん、イン

キュベーターの多くが両手を広げて歓迎す

るはずだ」。

アーキタイプ株式会社
代表取締役 マネージングパートナー中嶋 淳 氏

「突出した個」を世に送り出し、
未踏を世界共通のブランドに

写真＝金谷 眞紀子
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これまでの成功事例が裏づける、
未踏の価値の高さ
独立系ベンチャーキャピタリストとして、

シードステージの起業家と投資家を数多く

結びつけてきた実績を持つ赤浦氏。氏と未

踏事業とのかかわりとしては、IPAが2003

年度～ 2007年度に実施した中小ITベン

チャー支援事業（2008年度より内容を刷新

し、中小企業経営革新ベンチャー支援事業

として2009年度まで実施）において、赤浦

氏は複数年度にわたってPMを務め、延べ

10数名の未踏出身者と出会っている。

「私が接してきた未踏出身者は、総じて優

秀だった」と赤浦氏。未踏出身者が起業し

たベンチャー企業のうち、今でも出資を続け

ている2社（Lunascape、情報基盤開発）は

いずれも中小ITベンチャー支援事業で赤

浦氏が直接、PMを担当していたという。

こうして未踏の事業と人材を至近距離で

見てきた赤浦氏は、それらがもたらす高い価

値を認める。「例えば、大学や大学院の優秀

なエンジニアが会社に就職した場合、その

ままの形で取り組みを継続することはでき

ない。そこで、研究に全力で取り組んだエン

ジニアたちを、ビジネスの入り口に立たせる

ところまでを支援してきたのが未踏事業で

あり、就職の前に一度、大きなチャレンジが

できる機会がそこにある。未踏を経て飛躍

していった人材、企業の多さがその価値の

高さを物語っている」（赤浦氏）。

米国との環境の違いと、
未踏と未踏周辺がこれからなすべきこと
赤浦氏をはじめとして、多くの未踏周辺

の関係者が事業の意義、存在価値の高さを

認める一方、現在まで、米国シリコンバレー

に顕著な、個人の突出した才能をもって世

界の市場に打って出て大きな成功を収める

ようなベンチャー企業が日本からなかなか

出てこないという事実がある。赤浦氏は、日

本のベンチャーが世界でなかなか通用しな

いのにはさまざまな要因があり、確たる答え

はいまだ見つからないが、と前置きしたうえ

で次のように指摘する。

「まず言えるのは、VCからの資金調達の

規模感が日本と米国ではまるで違うという

こと。日本のVCの場合、事業計画だけしか

持たないようなベンチャー企業に対して投

資できる額はかなり限られてしまう」。一方、

米国では、そのベンチャーのポテンシャル

から判断し、10億～20億円もの資金が容易

に集まる環境がある。「特に、初期段階から

多額の投資を行うVCやエンジェル投資家

の数と投資規模が段違い。近年、日本でも

シードアクセラレータは増加傾向にあり、以

前よりは状況が改善されつつあるが、それで

も米国の足下にも及ばない」。

こうした厳しい状況を変えていくのは並

大抵のことではないが、赤浦氏は、「それで

も国や民間企業、そして我々のようなVC

が、それぞれの立場からやれることをやって

いく必要がある」と述べ、未踏で発掘された

優秀な人材に対し事業化に向けた支援育成

を特化して行うことで、VCや投資家からの

資金調達につなげた、かつての中小ITベン

チャー支援事業のような施策の必要性を訴

える。

「優秀な若き才能が集まり、そこにしかる

べき資金がつく。これでようやく世界で戦え

る素地が整うことになる。やはり国のお墨付

きという信用力は絶大なのだから、未踏自

体のプレゼンスやブランド力の向上と同時

に、事業化に導く具体的な支援の仕組みも

必要。そうやって起業家を支えるエコシス

テムを確立していくことが、日本経済を活性

化させていくうえでも欠かせないと考えてい

る」（赤浦氏）。

インキュベイトファンド 
代表パートナー赤浦 徹 氏

卓抜な才能を開花させるために、
支援のエコシステムの確立を

写真＝河原 潤
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人材を発掘・育成することの大切さ
世界の ITの最前線に立つグーグルの日

本法人で、リクルーティングマネージャーと

して人材採用業務を統括する茅根氏。未踏

事業の取り組みについて同氏は次のように

話す。

「グーグルではさまざまな方法で、世界中

の優秀な人材を発掘する努力をしている。

未踏事業は、当社が求める方向性と共通す

る部分が多いため、以前から注目している」。

実際、グーグルには未踏を経て同社に入

社したソフトウェアエンジニア数名が活躍

している。「グーグルでは、何事にも自分の

意思で取り組んでいくマインドが重要視さ

れる。未踏出身の社員も例外ではなく、こう

したマインドの持ち主であるように思う」（茅

根氏）。

世界でもトップクラスのエンジニアが集

まってくると言われるグーグルがいかにし

て人材を採用し育成しているか。これにつ

いては、多くの人が興味を持っていることだ

ろう。同社によれば、新卒採用・中途採用と

もに通年で採用活動を行っており、選考は

グローバルでの統一した基準の下で行われ

るという。具体的なプロセスとしては、レ

ジュメの提出、数回の電話インタビュー、

グーグルのオフィスを訪問して4 ～ 5人の

採用担当者と面談、委員会での審議を経

て、最終的には創業者でCEO（最高経営責

任者）のラリー・ペイジ氏による承認といっ

た具合で進む。

「ソフトウェアエンジニアの採用試験は、

実際にプログラムを書いてもらったり、アル

ゴリズムについての知識を聞いたりと、かな

り技術的に突っ込んだ内容になっている。

入社後の研修を終えたらすぐにプロジェク

トに参加できるようなコンピュータサイエン

スの知識と、高いプログラミング技術が求

められる」（茅根氏）。

自身で何事もこなすだけではなく、
他人を巻き込む力が重要
グーグルが1998年の創業以来、数多のイ

ノベーションを創出してきたのには、自分が

興味を持つプロジェクトに積極的に参加し

て成果を出すという独自のワークスタイル

によるところが大きい。この点も、抜きんで

た個人の突破力に期待をかけて投資・支援

を行う未踏事業に通じるものがある。

もっとも、茅根氏によると、グーグルのソフ

トウェアエンジニアに求められる資質は、自

分一人で何事もこなすことだけではもちろん

ない。「グーグル社内で重要視されているの

は、自分のアイデアをいろいろな人とシェア

し、他人を巻き込みながら『一緒にやってい

こう』という雰囲気を作り出せるということ。

そのためには基本的な技術力がもちろん必

要になるし、人を惹きつけるだけのビジョン

やアイデアも重要になってくる」（同氏）。

グーグル特有の、国を超えてプロジェクト

に参加できる仕組みは、そうした他人を巻き

込むための仕掛けの1つとも言える。グーグ

ルには、「アンバサダー・プログラム」と呼ば

れる社内交換留学のような制度があり、ど

の国の社員も、決まった期間内で米国マウ

ンテンビューの本社オフィスはじめグーグ

ルの各海外拠点で働くチャンスがあり、移

籍することも可能だ。

強者ぞろいの印象があるグーグルにおい

ても、未踏出身者が持つ才能は存分に発揮

されているのだろうか。この問いに、茅根氏

は次のように答えた。

「当社に入社した未踏出身者は、世界中に

大きな影響を与える製品やサービスを手が

けている。今後もこのような資質がある人た

ちが、未踏からたくさん出てきてほしいと

思っている」。

グーグル株式会社
リクルーティングマネージャー茅根 哲也 氏

「周りを巻き込み影響を与えながら
プロジェクトを推進する力」を求めている

写真＝金谷 眞紀子
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“変化に素直な”人材を育む
プロジェクトの意義
「『社会をいかに豊かにするか』『技術面で

いかに独自性を発揮するか』。この2軸の

“かけ算”を常に意識できる人が、これからま

すます活躍できる時代になっている。その観

点で未踏プロジェクトには大きな期待を寄

せている」─。こう話すのは「Ameba」ブロ

グやネット広告の事業を柱に成長を続ける

サイバーエージェントにおいて、取締役人

事本部長を務める曽山哲人氏だ。

同社では、すでに3人の未踏出身者が社

員として働いている。その活躍の場は、ア

メーバラボという研究開発事業、スマート

フォン関連の新規事業、広告系のネット

ワーク事業といった分野の最前線だ。さら

にもう1人が来年度の新入社員に内定して

いる。

一方、同社グループがベンチャーキャピ

タル事業（連結子会社のサイバーエージェ

ント・ベンチャーズ）を通じて出資している

新興企業の1社では、未踏出身者がCTO

（最高技術責任者）を務めている（参考：本

誌47ページに登場するベストティーチャー

取締役CTOの後藤正樹氏）。

多くの就職希望者が門戸を叩く同社の採

用基準は“素直で大志があること”。「上司に

素直という意味ではなく、変化に素直である

ことがポイントだ。新しい波を感じ取って、

どの方向に進むべきかを自ら決められる人。

そして何よりも、自分の思いを成し遂げたい

という志に溢れている人には大きな魅力を

感じる」と曽山氏。あくまで結果論に過ぎな

いが、と前置きした上で「当社が関わりを持

てた未踏出身者は、皆こうした逸材揃い」と

話す。

日本にいながら
世界と対等に戦える時代へ
未踏プロジェクトに採択された現役や

OB、活動を支援する企業の担当者が顔を

合わせる交流会の案内があれば、曽山氏は

積極的に参加してきた。例えばこの7月に開

催された未踏交流会では、自ら「今、ネット

業界ではどのような人が求められているの

か」というテーマで講演する機会にも恵ま

れた。その後の質疑応答も含め、多くの関係

者と本音で語り合えたのは貴重な体験だっ

たと話す。

そうした場の雰囲気から多くのことを肌

身で感じたという。例えば、PMを務める大

学教授や企業の一線で活躍する人、未踏に

応募した学生などが、どうしたら目下の課題

を解決できるかを、分け隔て無くフランクに

議論する様子を目の当たりにしたことが印

象的だったという。「独りでは視野が狭く

なってしまう所をうまくカバーし、ごく自然

に鍛え上げられていく流れが定着している

のが良く分かった」（曽山氏）。

時期同じくして未踏の土俵に上がった人

たちは、仲間でもありライバルでもある。「ど

うすれば自分の技術的アイデアを世に広げ

られるかという問題意識を持った人材が、互

いに刺激し合うことの意義は大きい」とも曽

山氏は強調する。

スマートフォン向けアプリを例にとれば、

ネット上の流通マーケットが成熟してきた

こともあって、日本にいながらにして世界と

対等に戦える環境が整ってきている。実力

とやる気のある人にとっては、まさに好機到

来である。「採用サイドの企業が、せっかく

の成功の芽を摘むことがあってはいけない。

一緒にエキサイティングな仕事ができるよ

う最大限の配慮が必要だ」と気を引き締め

る。最後に「優秀な人材を輩出し得るプロ

ジェクトの1つとして、これからも未踏事業

に注目していくし、可能な限り支援もしてい

きたい」と締めくくった。

株式会社
サイバーエージェント
取締役 人事本部長曽山 哲人 氏

本気で挑む逸材同士が
切磋琢磨できる意義は大きい

写真＝的野 弘路
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斬新な発想を持つ人材を支え導く
PMの存在
三上氏は、総合商社など一般企業を経

て、1998年に東京工科大学クリエイティブ・

ラボの立ち上げに参画、2007年より現職に

就くという、この分野では異色の経歴を持つ

人物だ。氏の所属する東京工科大学メディ

ア学部は、メディア全般を実践的学問とし

て、日本で最初に取り入れたことで知られ、

先進的な人材育成が取り組まれている。

ゲームやアニメーションなどのコンテンツ

製作・開発手法の研究に携わる三上氏の周辺

には未踏出身者も多いという。同氏は次のよ

うに話す。「周りの未踏出身者を見ていて思う

のは、やはり斬新な発想を持っていることで、

それを武器に未来を切り拓いていける人が多

い。彼らから刺激を受け、それが我々周りの人

間の仕事にも好影響を及ぼしている」。

また、三上氏は、未踏で人材を発掘・育成

する仕組み、なかでもPM制を高く評価す

る。同氏は、俯瞰的に指導・支援を下せる経

験豊富なPMが、若きクリエータにとって心

強い存在だとしてこう語る。

「ものを創り上げていく過程ではさまざま

な失敗、躓きも多々ある。たくさん失敗をし

ながらも新しい何かを生み出す作業におい

て、スーパーバイザーたるPMは、過去の事

例から明らかにわかっている障壁のことをク

リエータに的確に伝えることができる。これ

は非常に大事なことである」。

未踏スーパークリエータは
超越的な存在であるべき
三上氏によれば、コンピュータグラフィッ

クス（CG）やアニメ、ゲームの世界で、現

在、日本の製作者・開発者は、海外勢と違っ

た独特の位置に立っているという。だが、そ

れはよい意味ばかりではないようだ。同氏は

次のように指摘する。

「海外では技術や独創性よりもビジネス

志向が強い。一方、日本の作品にはとても特

徴があってオリジナルを生み出す力がある

が、それがグローバルのマーケットにつな

がってくるかというと必ずしもそうではな

い。いわゆるガラパゴス現象を起こしてビジ

ネス的にうまく行かなくなると、持ち味だっ

た突き抜ける力までも削がれてしまう。そん

な悪循環に陥るケースが出てくる」。

未踏人材が担うのは、無論、独創性やきわ

めて高い技術である。三上氏は、現在の状況

を踏まえながらも、未踏人材は商業的な部分

と離れたところで常に自身を磨き続ける必要

があり、同時に国際的なマーケティングを含

めビジネス戦略も練っていく必要があると説

く。難しい問題だとしながら同氏はこう語る。

「海外のビジネス的に成功している事例の

真似さえしていればよいというのではなく、技

術とビジネスの双方を追求していくことが重

要だと思う。その意味で、未踏人材は、今現在

のCGやゲーム、アニメの業界がすぐに必要と

しているものとは違うのかもしれないが、未踏

クリエータなら超越的なスタンスでいいし、そ

うでないと意味がない。産業的なクリエータ

に対して常にアンチテーゼを与えるなど、啓

発・刺激を与える存在であってほしい。それこ

そがスーパークリエータなのだと思う」。

こうした未踏人材ならではの追求のしかた

が、5年後、10年後の世界で、「この技術がよ

うやく今使える」といったようにつながって

いくのが理想かもしれないと三上氏。最後に

同氏は、未踏を目指す人々に向けて次のよう

なエールを贈った。「未踏という文字がその

すべてを表している。今まで表現されていな

いものや、不可能とされていたものに対して

果敢に挑戦していくこと。その結果、すべて

が成功する必要はまったくないと思ってい

て、難題にどう取り組んでいくかの姿勢を周

囲に示せるような存在になってほしい」。

東京工科大学 
メディア学部 准教授 博士

（政策・メディア）三上 浩司 氏

突出した才能で周囲に影響を与え続ける
─ それが未踏スーパークリエータ

写真＝河原 潤
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突き抜けた能力で
組織の力の底上げを
チーフモバイルオフィサーとして、Yahoo! 

JAPANのサービスを新時代のスマートデ

バイスに最適化する任を担う村上氏。その

職責から同氏は、これから求めるIT人材像

と未踏IT人材の共通点を強調する。

「スマートデバイスの普及によって、今ま

さに200年に一度のパラダイムシフトが起

きている。今後は、初めて手にするインター

ネットデバイスがスマートフォンという世

代も増えるはずだ。そうなった時に、彼らが

どういったサービスを必要とするのかを予

想できることはとても重要で、そのうえで IT

をテコに世の中をどれだけ良くできるかとい

う視点が欠かせない。イノベーターである

未踏IT人材にはそれができると思う」（村上

氏）。

ヤフーは未踏事業に積極的な協力を惜し

まない構えだ。「未踏事業は、日本の社会が

ITでどう変わっていき、そこでどう貢献でき

るかという大きなビジョンの下で推し進めら

れている。当社としても協力できる部分があ

れば積極的に提案していきたい」と村上氏。

実際、ヤフーの社員にも未踏事業の出身者

は多く、村上氏は彼らのチャレンジマインド

と高いスキルを評価し大きな期待をかけて

いる。

「未踏出身者にはそれぞれ明快な課題意

識があり、高いスキルをもって挑んできた

人々だ。これまで何人もの未踏出身者と接

し実力を実感してきた。こうした優れた人材

に、いかに才能を最大限に発揮してもらうか

が我々企業側の課題だと認識している」（村

上氏）。

世の中を変えられる
「強烈な個人」への投資は必然
未踏出身者には何か1つの能力が突出し

ている人物が多い。だが一方、日本企業で

は伝統的にさまざまな能力の平均点の高さ

が優遇される面がある。村上氏が期待する

のは、未踏出身人材のような突出した存在

が、周りの人材の能力をも引き上げてくれる

ことだ。「彼らが組織に1割程度いることで、

組織全体が大きく変わっていく。今後、マネ

ジメントする側には、個々の人材の能力の

ピークを見極める力がますます求められる

ようになるだろう」（村上氏）。

加えて村上氏は、未踏事業の企業に対す

るより強いアピールも求める。「こうした取

り組みに敏感な我々ネット企業から見ても、

少しアピール不足のように思う。例えば、第

一人者が揃う未踏のプロジェクトマネー

ジャーについては、もっと前面に立たれては

どうか。そうすれば、各プロジェクトの指向

性やビジネスシーンでの可能性なども明確

になり、各方面からより注目が集まるだろ

う」（村上氏）。

ビジネス志向の強いITエンジニアという

のは米国ではもはや普通だが、村上氏は日

本国内でも増えていると主張する。「ITエン

ジニアのメンタリティはすごく変わってきて

いる。今のエンジニアの多くが探しているの

は、自分には足りない経営能力のあるパート

ナーだ。未踏出身者と企業人が交流する場

がもっとあってもよいのではないだろうか」

（村上氏）。

未踏事業はいわば国から個人への投資で

あり、その理念に村上氏は強い賛同を示す。

なぜならば、強力なイノベーションを成し遂

げるのは個人以外にはありえないというの

が同氏の持論だからだ。

「これからのイノベーションは一点突破の

み。強い思いを持った強烈な個人が突き進ん

でそれを成し、多くの人々がそれに付き添っ

ていくという構図だ。だからこそ、国が個人に

投資するのは必然なのである」（村上氏）。

ヤフー株式会社
執行役員 チーフモバイルオフィサー村上 臣 氏

日本の社会を変えるためにも、
“一点突破”できる人材に期待

写真＝金谷 眞紀子
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楽天そしてインターネットの世界で
活躍する未踏人材
楽天の技術戦略の中核を担うR&D部門

である楽天技術研究所で所長を務める森

氏。氏によれば、楽天が考えるこれからの人

材像と、未踏事業が発掘しようとしている人

材像は非常に近いものがあるという。森氏

は次のように語り未踏事業のコンセプトを

評価する。

「インターネットの発達は大きなモデル

チェンジをもたらした。それは、従来のよう

なヒエラルキーをもった組織構造から、個人

のアドホックな結びつきによるプロジェクト

へのモデルチェンジと言えるものだ。こうし

たモデルで重要になるのが個々人の才能を

いかに発掘していくかだ。未踏事業におけ

る個々人の才能に光を当てるというコンセ

プトは、こうしたモデルチェンジの時代にピ

タリとはまったように思う」。

楽天技術研究所の立ち上げや求人の際

にも、同じような問題意識で取り組んできた

と森氏。フェローを務めるまつもとゆきひろ

氏が未踏出身者であるほか、同じくフェロー

の夏野剛氏は未踏統括PMを務めるなど、

未踏事業とのかかわりが非常に深い。また、

未踏出身者を主な対象として採用を進めよ

うとする企画も行われたという。実際、同研

究所に在籍する研究員では、2002年度の益

子宗氏、2004年度上期の西澤無我氏（現在

は独立）、2004年下期の村上浩司氏、2005

年度上期の西岡悠平氏、2006年度下期の

萩原正人氏、ウダナ・バンダラ氏などがい

る。それぞれ、楽天ショップ向けCGアプリ

の開発や事業企画の立案（益子氏）、20以

上のバックエンドで動作しているROMAの

開発（西澤氏）、ビッグデータ処理に関する

Hadoopクラスタとレコメンデーションシス

テムの開発（西岡氏）、商品検索における言

語処理（村上氏、萩原氏）、ユビキタス・O2O

領域の新サービスモデル設計（バンダラ氏）

といった分野で活躍している。

未踏はすぐれた人材を輩出し続ける
プロジェクト
研究のスタイルも未踏と共通する部分が

多く、研究者一人ひとりが、個人の自発性に

基づいて研究テーマを見つけ自主的に取り

組んでいる。こうしたモデルをとるのは、「イ

ンターネットにおけるイノベーションの担い

手は個人である」（森氏）という考えがあるか

らにほかならない。その意味では、未踏に期

待する役割も、個人に着目するプロジェクト

であり続けることだとして次のように語る。

「個人が応募してプロジェクトマネー

ジャーの指導を受けながら、成果報告会で

アウトプットを披露するという、一連のフ

レームワークに大きな価値がある。テーマ

についても、一見何の役に立つかわかりにく

い基礎研究的なテーマから、ECサイトの

UIといった直ちにビジネスの現場で通用し

そうなテーマまで、二極化の傾向にあるのも

未踏のよさが現れている」（森氏）。

森氏は加えて、未踏のOBOGらで作るコ

ミュニティ、ネットワークが重要だとも指

摘。今後は、それらのネットワークがさらに

広がり、未踏関係者以外を巻き込んだ取り

組みに発展させることが望まれるという。

「もし未踏の取り組みを日本の経済成長

力に大きく生かそうというなら、未踏だけで

はできないことが多い。例えば、ベンチャー

キャピタルがどう支援していくべきか、我々

研究機関がどのようなフィードバックを行

うかといったことだ。また、もしも未踏事業

が休止してしまうようなことがあれば、優秀

な人材が海外に流出してしまう可能性も考

えられる。自立した創造性豊かな人材を輩

出し続けるためにも、長期的な見地からの継

続的な取り組みに期待したい」（森氏）。

楽天株式会社
執行役員 楽天技術研究所 所長森 正弥 氏

個の才能に光を当てる未踏に共感
長期的・継続的な取り組みを熱望する

写真＝金谷 眞紀子



28

日本の若く優秀なIT人材に今、
活躍の場はあるのか

─	未踏事業自体のお話をうかがう前に、

今の日本のIT人材、IT業界について、皆さ

んがどのような問題意識を持っているのか

を聞かせてください。

竹内：全体的に、以前よりはだいぶよくなっ

てきているように思います。ただ、名を馳せ

た優秀な人材が、大きな企業に入って、名前

を公の場で見かけなくなる人が多いのは残

念ですね。世界の IT産業では、個人名が前

に出る風潮があります。未踏を12年間続け

た日本で、米国のように名前と顔が世に知ら

れているIT人材、「あのソフトウェアを開発

した誰々」というのがもっと増えてしかるべ

きですが、まだそこまでは至っていない。日

本の IT産業全体での意識改革が引き続き

必要だと思いますね。

首藤：世にインパクトを与えるのは、成果

を“1対1”で提供する仕事ではなく、“1対N”

で世に広く出していく仕事です。統計を見る

と、日本のソフトウェア産業全体の8～ 9割

を受託開発が占めている。もちろん受託開

発は必要とされている仕事ですが、全体の

バランスとしてあまりに偏っています。パッ

ケージやネットサービスのような1対Nで

世に問うような仕事の方も、もっと増えてし

かるべきだと思います。その意味では、未

踏は若き人材が1対Nで自身の描いたプロ

ジェクトに取り組み、世に問える貴重な機会

だと実感しています。

増井：実際、国内の優秀なIT人材を見渡す

と、かなりの確率で未踏出身者に行き当たり

ます。その意味でこの事業は一定の成功を

収めている。その一方で、若者の IT業界の

人気がなかなか上がっていかないことは残

念です。この国の優秀な人材が数的にITの

世界に入ってきていないのではないか…そ

ちらのほうが根本的な問題のような気がし

ています。

竹内 郁雄 統括 PM
早稲田大学理工学術院 基幹理工学研究科 
情報理工学専攻 教授／東京大学 名誉教授

石黒 浩 PM
大阪大学大学院 基礎工学研究科 

システム創成専攻 教授
ATR石黒浩特別研究室室長

首藤 一幸 PM
東京工業大学大学院情報数理工学研究科 

数理・計算科学専攻 准教授 

増井 俊之 PM
慶應義塾大学 環境情報学部 教授

高い技術力と強い個性を持ったクリエータを採択し、プロジェクトの完了まで指導を行
うプロジェクトマネージャー（PM）。未踏事業を未踏事業たらしめる重責を担うPM陣
は、どのような思いをもってPMを引き受け、若き才能への指導・支援にあたっている
のか。本稿では4人の現役PMに集まっていただき、PMを務める自身のスタンス、未
踏人材に対する期待、そして日本のIT産業が今後向かうべき方向などについて語って
いただいた。 	 （文中敬称略）

写真＝片岡 純

プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ー ジ ャ ー 座 談 会

我々がPMを続ける理由と、
未踏人材そして日本のITへの期待

● ● ● ●
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─	12年前に描いた状況にいまだ至って

いないのは、背景として、海外、特に米国

と比べるとIT産業の文化や風土の違いが

相当大きい気がします。

竹内：いくつかの要因が挙げられますが、大

もとをたどれば、「出る杭は打たれる」とい

う、日本のある種“風土病”みたいな雰囲気

が、残念ながらIT業界にも感じられます。

他の国だと「出る杭を引っ張り上げてやる」

という風潮があるわけで、この差は大きい。

日本のムラ社会的なムードから、飛び抜け

た人材が出てきても抑えようとする方向に

全体のバランス感覚がはたらいているよう

にも見える。ただ、それを言い続けていても

何も始まらないので、そうでないように努力

していくことが大事なのは言うまでもありま

せん。

石黒：シリコンバレーを見ていると、社会全

体で優秀な人材を囲んでうまく回っている

感じがします。一方、依然として終身雇用が

基本の日本では、優秀な人材が1つの会社

にとどまってどこにも移れない、行き場がな

いというケースがあまりに多い。そもそもの

社会的な仕組みが違いすぎるからだと思い

ます。

増井：確かに、シリコンバレーだと“エンジ

ニア35歳定年説”などはありえなくて、年

をとってもプログラマーを続けている人が

たくさんいる。日本企業の場合、ある程度

の年齢に達したら管理職に昇進させられて

しまうので、技術者としての成長がそこで

止まってしまう。しかも、その後管理職とし

ての能力が足りないとなっても、もはや技

術者には戻れない。昇進を続けると無駄に

なるという、まさにピーターの法則どおりの

ことが起こっているわけで、すごく残念で

すね。

竹内：米国だと、会社の経営方針から外れ

たことで解雇されたとしても、優秀な人材な

ら他の会社がすぐに雇おうとします。IT人

材の流動性の高さは、こうして企業の経営

方針と個人の能力が独立していることにあ

るのでしょうね。

首藤：人材の流動性は本当に重要で、もっ

と高めていかないと、日本の産業は今後かな

り厳しい状況に置かれることになります。人

材の流動性が高まれば、会社にしがみつく

必要性が下がってチャレンジがしやすくな

る。チャレンジやイノベーションとは無縁の

産業・国にならないためにも、真剣に取り組

んでいかなくてはなりません。

石黒：日本の企業における人材を囲い込む

体質は、すでに大学・大学院側でもその傾

向があって、その結果、優秀なのに大企業で

「世にインパクトを与えるのは、成果を“1対N”で世に広く出していく仕事。
未踏は若き人材が1対Nで自身のプロジェクトを世に問う貴重な機会だと思う」

首藤PM
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埋没してしまう人材がたくさんいる。そうし

た囲い込みとは関係なく、組織を飛び越えて

活動できるのが未踏のよさで、埋没しそうに

なっている優秀な人材をすくい上げて、いろ

いろなことに挑める場になればよいと思って

います。

竹内：同感ですね。最近の未踏人材を見て

いると、ここにきてようやく組織を超えてつ

ながり始めたように感じる。彼らは、未踏を

経験したという自信と、互いの実力を認め

合う意識から連帯し、面白い化学反応が起

こりつつあります。日本の IT人材がようや

く進むべき方向に向かい出した、よい兆候で

すよ。

それぞれのPMスタイル、
クリエータとの距離・関係

─	個人を発掘し育成するという未踏プロ

ジェクトの、異色と言える取り組みが成立

しているのは、PMの皆さんの尽力があっ

てのことと思います。皆さんは、どのよう

なスタンスでPMを務めておられるので

しょう。

石黒：「情報系の中にロボットやセンシング

の技術を取り入れていけばもっと幅が広が

る」とか、「これだけロボットや2次デバイス

が出てきたのに、なぜもっと応用されていか

ないのか」といった思いがあってPMをやら

せてもらうことになりました。やっていてよ

かったなと感じるのは、大学の研究室のよ

うな枠を超えて、PMとクリエータが一緒に

なって1つのプロジェクトを成し遂げていく

ところです。あと、PMはどんなに忙しくても

若者に頼られれば喜んで何とかしてやろう

と思う、ある種自虐的な面々が多いんじゃな

いですかね（一同笑）。

増井：PMを務めるのは2回目になるんです

が、最初にPMにならないかという打診をさ

れたとき、話が逆で、私はクリエータの側で

はないのかと不思議に思いました（一同笑）。

PMはクリエータを指導する側ですが、逆に

彼らから教えてもらうことも多い。世代の違

う者同士で教えたり教えらたりする経験が

できるのは、PMの醍醐味と言ってよいかも

しれません。

首藤：未踏（2006年度上期スーパークリ

エータ）を経験してしばらく経ち、ちょうど

自分から学生たちに伝えたいことが増えて

きたタイミングで声をかけていただきまし

た。年齢的そして立場的に、他のPMの皆

さんよりもクリエータに近い視点でもの

ごとを見ることができるのはメリットの1

つになっているのかもしれません。互いの

関係としては、私を活用するクリエータも

いるし、私もクリエータの力を活用する場

「未踏人材が組織を超えてつながり始めた。
彼らは未踏を経験したという自信と互いの実力を認め合う意識から連帯し、
面白い化学反応が起こりつつある」
竹内統括PM
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合もある、という感じです。

竹内：クリエータが未踏でプロジェクトを

終えた後のアフターフォローをもっとやるべ

きという意見をよく聞くし、実際、いろいろな

試みをやってきました。その経験で言えば、

PMとクリエータとの関係性で、クリエータ

たちの横のつながりがPM経由で生まれる

こともあります。PMは、クリエータが世に

出るための“触媒”として存在するのがよい

のではないでしょうか。技術や能力を伸ば

すだけでなく、人脈を広げるための触媒とし

ても我々を利用してほしいと思います。

クリエータの人生に影響を与える
難しさと苦労

─	クリエータの中には「未踏で人生が変

わった」と話す人も多く、PMの皆さんが

与える影響は相当大きいように思います。

PMを務めるにあたって、どんなことに難し

さや苦労を感じますか。

首藤：技術のあるなしとは別に、クリエータ

のメンタル面でも気を配らなくてはならない

と感じた経験があります。以前、精神的に

滅入ってしまったクリエータがいて、回復し

た頃になぜそうなったのかを聞いたら、「未

踏のプレッシャーがあまりにも大きかった」

と。国の事業ということで重荷になるのかも

しれませんが、長い人生の1ステップくらい

に思って取り組んでもいいんですよ。

石黒：もしクリエータが挫折しそうなった

として、私自身はあまり細かく気を遣う必要

はないとも思っています。正直、ダメならダ

メでしかたないわけで、プロジェクトを続け

るか辞めるかしかない。大きなプレッシャー

も、未踏という特別な場所だからこそで。逆

に、図太くてどんどん成長していくタイプの

クリエータには悔しさを覚えるときがある。

「おい待て、僕より有名になったらダメだ」

なんてね（一同笑）。

増井：似たような経験があって、成果が出

なくいとかやる気が出ないとかいった愚痴を

Twitterなどでつぶやかれると、さすがにい

いかげんにしろと言いたくもなります。途中

で壁に突き当たることはわかるが、自分で成

し遂げると決めたことなのだから。

竹内：若い人材にとって、自分のやってい

ることにあれこれ言ってもらえる機会はそう

そうないものです。未踏で人生が変わった

という人もいるのが当然で、そのことを考え

て指導にあたっていく必要があります。未

踏が始まった当初は私1人で20数名のクリ

エータを担当していましたが、少数精鋭型

になった今のほうがPMとしての責任が重く

のしかかっているのかもしれません。

「PMはクリエータを指導する側だが、逆に彼らから教えてもらうことも多い。
世代の違う者同士で教えたり教えらたりする経験ができるのは、PMの醍醐味だと言える」

増井PM
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石黒：クリエータとは常に刺激し合う関係

でありたい。私はPMの重責みたいなプレッ

シャーは全然感じていなくて、「もっと君の人

生を変えてやろう」と思っています。エスカ

レータ式に上がってきた学生の場合、今、彼が

本当の能力を発揮できる場にいないかもしれ

ないので、未踏でいろいろな人に会わせて、い

ろいろな経験をさせることで、本来持っている

力を伸ばしてやれたらいいと思います。

PMから日本の企業や
教育機関に求めること

─	数多くの未踏人材を支え育ててきた皆

さんから、日本の企業や教育機関には

今後、どのようなことを求めていきたいで

すか。

石黒：私はいたってシンプルで、企業には終

身雇用制をやめて人材の流動性をよくする

ことと、失敗をしてもレッテルを貼らないこ

とを、大学・大学院には人材の囲い込みをや

めることを強く望みたいですね。

竹内：人材の流動性を高める必要があるの

は間違いありませんが、今の日本企業にそ

れを求めても簡単には事が運ばない。流動

性を高めざるをえないような状況にしていく

しかなく、そこをずっと考えていますね。大

企業でも問題意識を持っているところは、社

内ベンチャー制度などを作って若手に社外

での経験を積ませるようなこともやっていま

す。ただ、残念ながら現状では決してうまく

機能していない。加えて、当の若者たちも安

定志向が強くて既定のレールを外れようと

しないのも問題かと。

─	採用側だけでなく、今の学生の意識も

大きく影響しているということですか。

竹内：日本の画一的な教育システムや受験

競争がまさにレールそのもので、皆そこから

降りることを恐れてしまう。一方、米国の若

者を見ていると、子供の頃からそんなレール

はなく、自身のやりたいことにより忠実で、

それが人材流動性につながっているのだと

感じます。日本でも例えば、大学がAO入

試枠をもっと増やしていけばよいかもしれま

せん。

増井：皆が良い学校に行こうとする理由は

何かというと、良き先生や良き友人に出会う

ため。ならば、別に受験で苦労して一流校に

行かなくても、何らかの方法でそうした先生

や友人に出会えればよいわけで。ビル・ゲ

イツやスティーブ・ジョブズ、それからマー

ク・ザッカーバーグなどはほんの数人の友

達たちで会社を始めていますが、彼らにとっ

ては、良い学校そのものよりも、良い友人に

出会ったことの方が重要だったことになりま

す。同じように未踏でも、受験に時間を費や

して進学するという方法以外に、良き友人、

「個人的には未踏の国際版をやってみたいと思っている。
才能ある若者が世界規模で評価され、実力を存分に発揮できる機会を作っていきたい」
石黒PM
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パートナーを見つけられる場を提供してい

るのではないかと思います。

　日本でも、優れた人材を集めている会社

は定期的な採用をすでにやめています。就

活で苦労する話はよく聞きますが、それは、

わかっていない会社が依然として多いから

かもしれません。慶應義塾大学・湘南藤沢

キャンパスの学生を見ている印象では、そ

のうち就活など端っからせずに最初から起

業を目指す若者がもっと増えるかもしれま

せん。

首藤：日本のIT産業が今後、よい方向に進

んでほしいけれど、あまり「日本のために」と

かは考えずに、皆が自分の力をいかに発揮

するかに注力してほしいと思っています。会

社に入っても同じで、大企業を変えている

暇など、誰の人生にもないはず。日本企業を

自分たちが良くしていくなんて思う必要はな

く、企業を利用して自分の力を発揮するくら

いに思うべき。皆が皆そう考えて自分の道を

突き進めるわけではないでしょうけど、少な

くとも、未踏に応募するような人はそのぐら

いでないと困ります。

未踏人材への期待と、
これからの日本のITへの思い

─	PMという立場から若き優秀な人材を

支え続けてきた皆さんにとって、未踏事業

や未踏人材は今後、どうなっていくべきだ

とお考えでしょうか。

竹内：抜きんでた個人を発掘し育てるとい

う未踏の理念に沿って、12年間でたくさん

の優秀な人材を輩出してきました。これから

の課題は、未踏人材たちがビジネスの世界

でより活躍し、世の中を変えていくこと。ソ

フトイーサにしろ、プリファードインフラス

トラクチャーにしろ、未踏出身者が立ち上げ

た会社は規模が小さいながらも、独特の人

の集め方と経営スタイルで成功しています。

これらのような会社がもっとたくさん出てき

て世に広く認知されていけば、IT業界そし

て社会全体に大きなインパクトを与えてい

けるはず。今後が楽しみです。

首藤：自分が愛する開発や研究、デザイ

ンなどに没頭すると同時に、自身の活動が

社会に何をもたらすのか、それをどうやっ

てもたらすのかを考えてほしいと思います。

例えば技術が大好きだとして、それが世に

価値を提供できるまでには、経営なりマー

ケットコミュニケーションなり、他のパーツ

も要るかもしれませんし、技芸・アートとし

て、単独での価値を目指す手もあるかもし

れません。

増井：未踏の特徴である、個人の裁量で好

きにさせるシステムというのはやはり重要

だと思う。好きにさせてもらえるから、すぐ

れた開発や仕事ができる。幾つかの外資系

ITベンダーがすでに成果を出している手法

でもありますが、未踏人材たちが多く結果を

出していくことで、日本でも広がっていけば

いいと願っています。

石黒：未踏は多彩な人材が揃っていますが、

その才能に見合うようなビジネス成果を生

み出していないのは事実。もしこのような取

り組みを、市場規模が日本の2倍の米国で

やっていたらどうだっただろうか。日本だと

会社として回らなくても、米国なら2倍の確

率でうまく回る可能性があります。実際、海

外に連れて行って大きく伸びたクリエータ

が何人もいる。だから、個人的には未踏の

国際版をやってみたいと思っているんです。

才能ある若者が世界規模で評価され、実力

を存分に発揮できる機会を作っていきたい

ですね。

竹内：技術を事業として成功させるにはビジ

ネスセンスが必要ですが、両方を兼ね備えて

いるような人材はごくわずかです。現在の未

踏では、技術に秀でた人と、高い企画力や折

衝力などビジネスセンスを持った人とのマッ

チングがまだ十分になされていない。今後、

未踏のパワーが世に広く認められていって、

そうしたマッチングがどんどん成立していっ

たら、日本のITは変わるはず。未踏の次の課

題として検討していきたいと思います。

─	本日はありがとうございました。
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─	2000年度からの「未踏ソフトウェア

創造事業」、それに続く2008年度からの

「未踏IT人材発掘・育成事業」。のべにし

て約1500人の人材を輩出してきた実績

があるのですが、浜口さんはこうした未踏

事業の取り組みをご存じでしたか。
浜口:	もちろん、事業の存在は知っていまし
たが、1500人という数字をあらためて聞くと

驚きですね。その方々は今、どのような場所

で活躍しているのですか。

─	近年では、グーグルやグリー、DeNA、

サイバーエージェント、楽天などのネット

サービス事業を中核に据える企業に就職

するケースが目立ちます。
浜口:	なるほど。私はJISA（情報サービス
産業協会）の会長であるとともに、NTT

データの相談役でもあるわけだけど、その

立場からするとやや寂しい話ですね。そうし

た新興ネット企業が名を連ねる背景にある

のは、若手であっても成果を適正に評価さ

れ、それに見合う待遇が受けられるという実

感が伴っているのだと推察します。

─	情報サービス企業や大手メーカーに

も、彼ら彼女らが興味を示すような工夫が

必要と思われますか？
浜口:	NTTデータを例にとれば、事業部門
や開発部門などに関わらず一括採用してい

ます。入社後に研究や開発に打ち込みたい

と願っている人にとって、この採用方式が

有利とは映らないでしょう。評価に対する報

酬もダイレクトに反映されているとは言い難

い。こうした点を一部でも見直して、魅力あ

る企業として変わっていく姿勢を打ち出さな

ければなりません。

一方でNTTデータグループには、主にシ

ステム構築における上流工程を担う「NTT

データ経営研究所」という会社がありま

す。ここはNTTデータと違って年俸制を採

用し、毎年の成果を評価して翌年の年俸を

決めています。別会社でもいいので、優秀

な若手が求める「やりがい」や「待遇」を見

い出せる環境を用意しておくことが必要で

しょう。

ポテンシャルのある優秀な人材が、やり

がいを感じるポジションに就けば、日本経

済の大きな原動力なることは間違いありま

せんから。

目標にする具体像が不可欠
個人の成果をもっと公に

─	優秀な人材を発掘・育成するためには、

IT技術者がどんな仕事をしているのかを

「見える化」することも必要でしょうか。
浜口:	日本のIT技術者の地位は、欧米に比
べて総じて低い。「3K」なんて言われること

もあるぐらいですから。具体的にどういった

仕事をしているのか分かりにくいことが、地

位の低下を招いているのは確かでしょうね。

別の表現をするなら、目指すべき著名人

を見つけにくいということも言えます。ス

ティーブ・ジョブズ氏のように「ああいう人

JISA会長に聞く未踏　プロジェクトの意義
日本のIT産業を牽引する人材をいかに育成していくか。そこで未踏事業が果
たし得る役割、IT企業が打つべき手立て、そして国家施策のあり方は何か。
JISA（情報サービス産業協会）の会長で、NTTデータの相談役でもある浜口
友一氏に聞いた。

写真 =的野 弘路
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になりたい」と多くの人に言わしめるような

人物像がなかなか見当たりません。

東京スカイツリーを例にとれば、構造を

設計した人や、ライトアップを担当した人な

んかがテレビ番組でフィーチャーされてい

ました。それを見て「自分もああなりたい」

と思う人がきっといると思うんです。IT業界

も見習わなければなりません。

─	日本の場合、このシステムを作ったの

は誰か、このアーキテクチャを考えたのか

誰かといった個人名が前面に出てきませ

ん。
浜口:	それは、日本で展開されているビジネ
スモデルの多くが、米国でのそれをコピー

しているからというのも一理あると考えま

す。そのため、国内で「これは私が考えたシ

ステムだ」という話にはなりにくい。

その点では、NTTデータがプライベート

クラウド基盤として独自に企画・開発した

「Lindacloud」などで取り組んでみる価値

はありますね。ハードやソフトを単に組み

合わせただけではなく、そこには技術者が

考え抜いたアーキテクチャが活かされてい

る。これを設計した「人」を大々的にアピー

ルするような策も確かに大切なことです。

─	優秀な人材の発掘・育成に向けてほか

にどんなことが必要とお考えですか？
浜口:	日本ではソフトウェアに関する論文
が評価されにくいし、そもそも論文で発表

するという習慣が根付いてない面もある。

ここは何とかしたいですね。忘れてならな

いのは、その人が書いた論文の数とかでは

なく、本当に良いモノや良い人材を適正に

評価することです。

米国で聞いた話では、ソフトウェアを

「アート」として評価するそうです。ソフト

ウェアを単に機能的側面だけで見るのでは

なく、斬新さやユニーク性などに価値を見

い出すようにしているわけですね。例えば、

未踏OBでもある、まつもとゆきひろ氏が世

に出した開発言語の「Ruby」。人によって

は「インタプリタ系のスクリプト言語を作っ

ただけ」と見るかもしれません。しかし、そ

の中にどれだけ独自性や世の共感を得る思

想が凝縮されているかを含めて総合的に評

価することが欠かせません。今、これだけ世

界から注目されているのは、相応の価値が

あるからこそです。

JISA会長に聞く未踏　プロジェクトの意義
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新しい何かを創出する
アイデアと熱意に期待

─	時代の変化の中で、IT業界が求める人

材像にも変化が見られますか。
浜口:	すべてのIT企業がとは言い切れない
かもしれませんが、求める人材は変わる、い

や変わらなきゃいけない。マイクロソフトや

グーグルのような企業が、なぜ日本から誕

生しないのか。そこには、「新たなビジネス

を創るんだ」というアイデアや気概を育む土

壌が不十分という現実があるように思うんで

す。敷かれたレールの上でモノを考えるのは

得意だけど、新機軸を打ち出すのに弱い。

グーグルの場合、検索エンジンを中心と

した広告収入モデルが1つの柱になってい

ますが、こうした斬新な発想は、従来のまま

じゃ、なかなか日本から生まれないような気

がします。

ITには、世の中を大きく変える力がある

し、事実、今まさに地球規模で日々変化し

ています。こんなタイミングだからこそ、何

か新しいモノを生みだそうという熱意に溢

れた人材を日本のIT業界は求めるべきだ

し、現に求めています。

─	そうした観点で見た時に、未踏プロジェ

クトはどのように映りますか。
浜口:	発想が柔軟な世代の“とんがった人
材”にスポットを当てる未踏事業は本当に興

味深いですね。文字通り、いまだ誰も踏み

入れてない領域を目指す人々を見い出そう

という試みですから。

ただし、これは私の思い込みが過ぎるの

かもしれませんが、これまでの未踏人材を

振り返ると、例えばプログラミングに秀でて

モノ作りでは抜きん出ているけれど、その先

の「ビジネスを創る」域に到達する人がさ

ほど多くない印象もあります。日本のIT産業

の将来を考えて、未踏事業も多少性格を変

えても良いのではないでしょうか。

もちろん、未踏事業からは毎年10%前後

の人材が起業しているという話は知ってい

ますし、「Ruby」を開発したまつもとゆきひ

ろ氏、Webブラウザ「Lunascape」を開発し

た近藤秀和氏などのことも聞いてはいます。

でも、そうした実績をもっとアピールする必

要があると思いますよ。そうすれば刺激を受

けて、これまで以上に多くの優秀な人材が

集まってくるのではないでしょうか。

とんがった人材を軸に
周囲がサポートする体制を

─	技術面で光るアイデアを持つ人がビジ

ネスモデルも描けるというのが1つの理想

かもしれませんが、現実はなかなか難しい

話でもあります。
浜口:	確かに、技術的アイデアとビジネス
センスの両立というハードルはかなり高い

ものです。より現実的に考えるなら、技術

的に優れた人材の周囲に、経営に精通した

人、もしくは起業をバックアップできる人

を潤沢に用意しておくことが大切かもしれ

ません。未踏事業でいえばプロジェクトマ

ネジャーを担う人の層を厚くするようなイ

メージです。

技術に長けた人、その技術をどうビジネ

スに結び付けるかを考える人、法律の観点

からアドバイスできる人、必要な人材を集

められる人などの“その道の専門家”が集まり

さえすれば、起業してビジネスを軌道に乗

せることが期待できます。シリコンバレーな

どは、こうした環境がきちんと整っている。

技術者や経営者、そしてベンチャーキャピ

タルといった一連のプレーヤーが連携でき

る土壌があるから、新進気鋭のベンチャー

が続々と生まれてくるわけです。未踏事業

に関しても、ビジネスに結び付けるエコシス

テムがうまく形成できるといいですね。

─	日本ではベンチャーキャピタルに、どん

斬
新
な
発
想
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起
点
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し
た
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な技術に将来性があるかを判断する“目利

き”の力が不足しているということも言わ

れます。
浜口:	ベンチャーを育成する組織体制を
体系的に整えて、積極的な支援に乗り出

す企業がもっともっと登場してほしいとこ

ろです。

米国では潤沢な資金を持つ個人投資家が

たくさんいますが、日本にはそういない。そ

の点では、企業が率先して取り組むべき余

地があると思います。例えば情報サービス

企業が協力して、ベンチャーに対して毎年

一定枠の出資をする仕組みなどは1つの検

討材料でしょう。

もちろん、リスクも背負う覚悟は必要で

す。ただ、日本の現状に照らせば、1000万

～2000万円程度の出資で十分起業できる案

件は少なくありません。そういう意味ではリ

スクは必ずしも大きいわけではありません。

─	資金以外の援助も必要でしょうか？
浜口:	ベンチャー企業が軌道に乗るまでに
は、名の通った企業の後ろ盾も大いに役立ち

ます。いくら技術的な先進性があっても、実

績とか、何らかの安心感が伴わなければ、企

業としては導入に踏み切れないのも事実です

から。

例えば、NTTデータの社員が事業化し

たNTTデータイントラマート（注：Webシ

ステム構築基盤や、その上で稼働するアプ

リケーションパッケージなどを開発・提供）

も、NTTデータの後押しがあるからこそ顧

客は安心して製品を検討するという側面が

あります。この面でも、例えばJISAに加盟

する企業が積極的に支援する取り組みなど

も有効でしょう。

国策としての人材支援も必要
長期的ビジョンの施策を

─	最後に、国家プロジェクトである未踏の

意義について、ご意見をお聞かせください。
浜口:	政府が主導して、新しいアイデアや
モノづくりを支援していくという姿勢は大事

です。しかし一連の事業仕分けがあったよ

うに国家予算の捻出が厳しいという現実も

ある。周知のようにスーパーコンピュータの

開発費用にも、かなりシビアな意見がありま

した。

国にせよ企業にせよ、研究開発費をつぎ

込んだからといって明確な成果に直結すると

は限りません。ただ、それは“無駄金”というこ

とにはならない。その取り組みがあったから

こそ育つ人材がおり、技術がありますから。

ところが税金を使うとなれば、真っ先に

成果や効果を求めるのが今の日本です。国

がベンチャーを支援するなら、その見返り

を何ととらえるか。そこが大事なポイントで

あり、新たな発想が必要だと感じます。

例えば米国においては、国のベンチャー

支援の見返りとして求めるのは「雇用の創

出」です。当該技術の著作権を国に帰属さ

せるといった条件はありません。会社を成

長させ、多くの人を雇用せよと。それが結果

的には税収の増加につながり、国益をもた

らすという考えなんです。

アイデアや技術を吟味し、成果が見込め

ると判断したら、あとは自由にさせる。こう

した長期的視座で施策を打てるかどうかで

す。その点、未踏プロジェクトは米国流で

す。いいことだと思いますよ。

ITというフィールドに限らず、日本の企

業が世界と対等に渡り合うには、事業をド

ライブしようという熱意と創意工夫に満ち

た「秀でた個」が大きな原動力の1つになり

ます。未踏プロジェクトも世の動きやニー

ズの変化に適応させながら、さらにブラッ

シュアップしていけば、世界から注目される

人材育成事業になる可能性があると思いま

す。その意味でも、大いに期待しています。

─	貴重なご意見ありがとうございました。

浜口 友一 氏
情報サービス産業協会（JISA）会長
NTTデータ相談役
1967年、京都大学工学部を卒業し、同年、日本電信
電話公社（現NTT）に入社。NTTデータで公共シス
テム事業本部長などの要職を歴任し、2003年に同社
代表取締役社長。07年に JISA会長に就任。09年に
NTTデータ相談役に



未踏事業はこれまで、のべ1500名の人材を輩出してきた。彼ら彼女らは
実社会でいかに実力を発揮しているのか。経験者だからこそ分かる未踏
の価値は何だったのか─。未踏卒業生の活躍と、それに続けと情熱を燃や
す2010年度スーパークリエータの姿に迫る。
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日本のITをリードする未踏卒業生

次は自分の番だ
─2010年度未踏スーパークリエータの声

活躍

情熱

p40	.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

p46	.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

39



40

約7カ月にわたるプロジェクトでの経験を基に、産学界で活躍する延べ1500名の“未踏卒業生”。その中でも抜きんでた
逸材であるスーパークリエータが見せる各界でのリーダーシップは、まさに未踏事業12年間が生んだ成果そのものであ
る。スーパークリエータたちは、どのようなスタンスで未踏にかかわり、その後の業績につなげていったのであろうか。

日 本 の I T を リ ー ド す る 未 踏 卒 業 生

クリエータの各界での活躍は
未踏12年間の活動の証
2000年7月に未踏事業が離陸して今年で

12年となる。国内の突出した若き人材を発

掘し育成する場として、これまでに931件の

プロジェクトが採択され、延べ1500名のク

リエータを輩出し、また、その中でも抜きん

でた逸材として、238名に上るスーパークリ

エータが誕生している。スーパークリエー

タは、「新規性（未踏性）」「開発能力」「将来

の可能性」の3つの観点から、下表の定義を

基に各PMが独自の観点から設定した認定

基準に沿って選出しIPAが認定する、“国が

認めた天才クリエータ”の称号だ。

スーパークリエータをはじめとする未踏

卒業生のその後の活躍は、まさにこの事業

の成果そのものであると言える。プロジェク

トの成果を基にベンチャー企業を設立し天

才的な存在感を示す者や、大手企業に入社

して自社のみならずその業界のリーダー／

キーパーソンとなる者、あるいは大学・大学

院や企業で研究職を続け、国際学会での論

文発表など学術的業績を残す者など、多く

のクリエータたちがビジネス分野およびア

カデミック分野で幅広く活躍している。

ここでは、特集1の「未踏が生み出したも

の」での4人のスーパークリエータの紹介に

引き続き、国内通信企業、米国ITベンダー、

大学・大学院のそれぞれのフィールドで活躍

する5人のスーパークリエータを紹介する。

「スーパークリエータ」の定義

基準項目 基本認定基準（注） スーパークリエータが生み出す世界

新規性（未踏性） アイディア、発想力、独創力 学会で発表され学問的な認知がある 国際学会発表回数
論文・学会誌掲載回数

開発能力 創造力、企画・設計能力が高く、
プログラムコーディングが早い

ソフトウェアのデザイン能力が高い。設計した
デザインを短期間にプログラムする能力を持つ

開発ソフトの処理・レスポンス速度が
高い

将来の可能性 末恐ろしさを秘めている 開発ソフトの有用性が高い。市場ニーズが高い
（使える）ソフトである

事業化、商品化件数、オープンソフト
（ダウンロード数）

＊スーパークリエータの認定は、少なくとも基本認定基準のいずれか１つ該当している場合とする

各界で未踏の実力を証明する
スーパークリエータたち
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国際標準のRubyを高速化するアプ
ローチを追求
Rubyを高速化する処理系の研究で2004

年度の未踏ユースに採択された笹田氏。

実は同氏は2004年度も含めて過去3回、

Ruby高速化をテーマとした案件で未踏に

採択された実績を持つ。

笹田氏が未踏で培ったRuby高速化の技

術はHerokuプラットフォームはもちろん、

まつもとゆきひろ氏を中心とするRubyプロ

ジェクトの進展にも大きく貢献した。

Webアプリケーションでの採用事例に

は枚挙に暇がないRubyだが、例えばTwit-

terのような大規模なシステム環境ではパ

フォーマンスに難があると言われることが

多い。「Rubyをひたすら速くすることにこだ

わってきた」と話す笹田氏がこの言語に強

い情熱をずっと持ち続けている理由はいく

つもあるが、同氏にとってやはりまつもと氏

の存在は大きいようだ。

「Rubyは ISO化までされた言語。標準と

して認められたアーキテクチャが日本発と

いう意義は大きい。まつもと氏の存在が日本

人エンジニアのプレゼンスを引き上げてく

れた」と笹田氏。まつもと氏の功績は、まさ

しく未踏が目指すゴールの1つでもある。

未踏採択時には東京農工大学の博士課

程に在籍し、今年3月まで東京大学大学院 

情報理工学系研究科の講師を務めていた笹

田氏。「未踏スーパークリエータという称号

は、その後の研究開発をかなりやりやすくし

てくれた」と当時を振り返る。そんな恵まれた

環境にもかかわらず、外資系ITベンダーの

エンジニアに転職したのはなぜか。笹田氏は

こう答える。「大学という場所では教育と研

究を共に行わなくてはならず、どうしても教

育の仕事に比重が行きがちになる。Rubyの

開発にもっと注力したかったので、エンジニ

アへの転向を決めた」。

そして、まつもと氏がHerokuのチーフ

アーキテクトに就任したことも転職を後押

しした。「今では、フルタイムでRubyの開発

に集中できている。本当に会社員なのかっ

て思うくらいに（笑）」。

自身の開発者キャリアに
影響を与え続ける未踏人脈
こうして現在も未踏の延長線上でキャリ

アをつないでいる笹田氏だが、未踏の経験

で得たのは、Ruby高速化の実績だけでは

ない。いわゆる未踏人脈̶̶PMや同期、ま

たはその前後でスーパークリエータに選ば

れた錚々たる面々とのつながり̶̶が、当時

から現在に至るまで、笹田氏に大きな影響

を与えた。

「東大で研究を続けられたのは統括PM

の竹内郁雄先生の紹介があったからだし、

さまざまな分野での第一人者がたくさん

揃っているので、すごく刺激を受けた。エン

ジニアは孤独になりやすいので、多くの開

発者とディスカッションできる場を与えてく

れた未踏には非常に感謝している」。

ITの世界は変化が速い。エンジニアは

その変化の流れを常にキャッチアップして

いく必要がある。笹田氏がエンジニアとし

て心がけていることは何か。「今はマルチコ

ア、メニーコアがアーキテクチャの主流に

なりつつある。そういった潮流にプログラミ

ング言語も当然、対応していかなくてはなら

ず、少し先を見る視点も重要。次にどんな技

術が来るのかについてはいつも考えている」

（笹田氏）。

未踏前でも未踏後でもRubyへの情熱が

冷めることは決してないと語る笹田氏は、こ

れから未踏を目指そうとする若きエンジニ

アに向けて、「多少知識が足りなくても、本

当にソフトウェアを作りたい気持ちがある

なら、その情熱は必ずだれかがすくい上げ

てくれる。未踏も同じ。情熱をもって臨めば

PMは必ずクリエータの力を引き出してくれ

る」とエールを贈った。

笹田 耕一氏
Koichi Sasada

Heroku,Inc.エンジニア／ Rubyコミッター
2004年度未踏ソフトウェア創造事業（未踏ユース）スーパークリエータ

未踏で学んだエンジニア魂
─ 情熱があれば必ず道は開ける 写真＝片岡 純
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知識の伝承を可能にする
文書管理システムを開発
日本IBMのソフトウェア開発研究所を経

て、2004年より東京大学大学院で研究職

に携わる稗方氏。「研究職に就いて未踏の

存在がより身近になった」（同氏）こともあ

り2005年度下期の未踏本体に「業務プロ

セスに基づく文書管理システムShareFast

の開発」の研究テーマで応募し、同年度の

スーパークリエータ認定を受けた。

テーマ名こそ企業向け ITソリューショ

ンを連想させるが、稗方氏がShareFastの

開発で目指したのは単なる文書管理システ

ムではもちろんない。「文書管理はあくまで

手段に過ぎず、本質は知識の管理にある。

ShareFastでは、当時2007年問題で造船

業においても熟練した設計者が減っていく

中、設計データの管理や作業プロセスなど

さまざまな業務の知識を伝承させていくた

めの仕組みとして文書管理システムを採用

した」と同氏は説明する。

稗方氏によると、船舶の設計は専門性の

高さからエンジニアそれぞれの担当範囲が

狭く、かつ扱う文書が膨大なため、全体を

見渡しにくくデータが死蔵しがちだったと

いう。そこで同氏が発案したのが、各データ

と、各データが必要になる作業プロセスを

関連づけて、必要なときに必要なデータを

すぐに取り出せる仕組みだ。

「事前に書かれたワークフローに、膨大な文

書をひもづけていくというのがShareFastの基

本コンセプト。メタデータやセマンティックコ

ンピューティングなどの考え方を応用し、設

計データには作者や日付だけでなく、この設

計を行う時に必要になる情報などを付加する

ことで実現している」（稗方氏）。

シーズよりもニーズに目を向けて
解決手段を提供
稗方氏が手かげたShareFastはオープ

ンソースソフトウェアとして公開された後、

日本IBMのコラボレーションソフトウェア

「Lotus Notes/Domino」との連携動作が実

現され、組織内の知識やノウハウを効率的

に管理できる業務プロセス改善ツールとし

て販売されている。

「未踏に応募する前から、大学の研究でコ

ンセプトのみを示すといったレベルではな

く、すぐに役立つ実用性の高いものを作り込

むと決めていた」と話す稗方氏は、高い問題

解決能力をもって世の中の具体的なニーズ

にこたえていくことにこだわりを見せる。自

身のスタンスについて同氏は次のように説

明する。

「シーズについては、探せば多くの研究者

がこれまでに開発してきた要素技術が色々

と見つかる。一方、いろいろな事象について

問題の本質を突き詰めて、あれこれ組み合わ

せながらそれを解決しようという人は少ない。

どこに問題の本質があるのかを明確にした

うえで、情報技術をはじめとする多様なアプ

ローチを持ち込んで解決していく姿勢を大

切にしている」。

現在、同氏の研究室が企業と共同で進め

るいくつかのプロジェクトは、そんな稗方氏

のスタンスから、実用性の高いイノベーショ

ンの創出が追求されている。その1つがレー

ザースキャナによる船舶曲がり外板の精度

評価システムの開発である。このプロジェ

クトでは、3次元空間内の頂点の集合体で

ある点群データの処理に取り組んでいる。

稗方氏らは、マイクロソフトの体感型ゲー

ムシステム「Kinect」を点群データのスキャ

ナとして使えるようにするというユニークな

試みも行っている。

「責任と裁量をセットで任せてもらえるの

が未踏の一番よいところ。やりたいこと、やる

べきだと思うものがある人にとってたいへん

な好機なので、積極的に挑んでほしい」と稗方

氏。スケールの大きな取り組みが未踏の場か

らもっと出てくることに期待をかけている。

稗方 和夫氏
Kazuo Hiekata

東京大学大学院  新領域創成科学研究科 
人間環境学専攻 産業環境学分野 准教授
2005年度下期未踏ソフトウェア創造事業（未踏本体）スーパークリエータ

問題の本質に着目し、
実用性の高いイノベーションを創出する写真＝河原 潤
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ウェアラブルコンピューティング
による身体表現
神戸大学大学院の博士課程修了後、東

京工科大学メディア学部で研究職に就く藤

本氏。大学院の研究室の先生（寺田努准教

授）をはじめ、周りには未踏出身者が何人も

いたため、次第に自分でもチャレンジしてみ

たくなったという。

2009年度下期に未踏本体で採択され、

スーパークリエータ認定を受けた「身体表

現を拡張するウェアラブル大量フルカラー

LEDモジュール制御システムの開発」とい

うテーマは、大学院で行っていた研究とは

別に藤本氏が個人的に続けてきたインタラ

クティブアート（LEDを装着したダンサー

によるアートパフォーマンス）からきている。

「未踏で開発した『Lighting Choreogra-

pher』は、身体にLEDを装着し、普通の人

が出来ないような身体の動きとデジタルの

光を組み合わせて新しい表現を可能にする

システム。ダンサーの動きに応じてLED、映

像、音響を制御するシステムを構築するた

めに、ハードウェアとソフトウェアの両方を

開発した」と藤本氏。技術分野としてはウェ

アラブルコンピューティングに含まれるが、

ダンサーの動きが高速で激しいため、身体

の伸縮や発汗がハードウェアに与える影響

など静的なウェアラブルコンピュータには

ない、さまざまな問題を解決していく必要が

あった。「ソフトウェアは比較的にスムーズ

に開発できたが、舞台での実演からのフィー

ドバックを含めて作るハードウェアはなか

なか安定せず、非常に苦労した」と藤本氏

は当時を振り返る。

刺激的な人々に出会い学べたことが
活動の原動力に
藤本氏の、まさに未踏と呼べるかつて見た

ことのない斬新な表現手法への反響は大き

く、オーストリアのメディア芸術祭「アルス

エレクトロニカ」での公演や、現在、京都で

公演中のノンバーバルパフォーマンス「ギア

-GEAR-」といった国内外の数々のアートパ

フォーマンスに採用されるなどして注目を集

めている。

未踏の成果物として最初に開発された

Lighting Choreographerは、その後一から

作り直され、通信方式の変更や安定性の向

上が図られ、重さも3分の1まで軽量化され

た新システムが完成している。「根本的な見

直しを行い、小さくて軽く使いやすく、そし

て安価になった。もっとたくさんのアーティ

ストに使ってもらって、この分野の認知度が

上がっていけばと思う」（藤本氏）。

アートパフォーマンスの分野では表現者

こそ多くいるが、藤本氏のような、画期的な

表現に必要な技術に研究として取り組み開

発に携わっている人はごくわずかであると

いう。藤本氏は「単にプログラミングができ

るだけでなく、電子回路などさまざまな知識

が複合的に必要になるので、取り組みにくい

のかもしれない」と分析する。

また、現実のパフォーマンスに落とし込む

にあたっては、技術だけでなく、芸術の面で

もさまざまな経験と知識が必要になるが、そ

の面では藤本氏の場合、未踏での経験が大

いに役立っているという。氏はこう話す。「未

踏で技術が向上したというより、こうした研

究活動を続けていくうえでの考え方において

大きな影響を受けた。未踏では担当PMの石

黒浩先生をはじめ、実に刺激的な人たちに出

会い、学ぶことができたのが一番大きい」。

そんな経験から、藤本氏はこれから未踏

を目指す人に次のようなアドバイスを贈る。

「はじめから完成形が見えていなくても、

世の中を変えていけると思わせるような面白

い要素さえあれば、あとは経験豊富なPM

がうまく引き出してくれる。できるかどうか

はわからないけれど、ここを変えればイノ

ベーションが生まれるといった提案が求め

られているのだと思う」。

藤本実氏
Minoru Fujimoto

東京工科大学 
メディア学部 助手 博士（工学）

2009年度下期未踏ソフトウェア創造事業（未踏本体）スーパークリエータ

未踏での経験に基づいた、
テクノロジーとアートの高次元での融合 写真＝河原 潤
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自作のゲーム動画のコンセプトが
未踏のテーマに発展
NTTドコモの研究開発センターで、同社

の次世代サービスの開発に携わる山添氏。

例えば同社が無料公開している「文字認識

API（http://recognize.jp/）」には、画像を

入力すると抽出した単語とその位置などを

出力するという、山添氏が手がけた画像認

識技術が採用されている。「風景写真のよ

うに複雑な画像に含まれる文字でも、文字

以外の不要な部分を除去して、誤った結果

の訂正を行うことで精度の高い文字認識を

実現している点が特徴になっている」と山

添氏は説明。この技術を用いた消費者向け

サービスに「料理メニュー翻訳」がある。同

サービスは、海外のレストランで現地の言

葉で書かれた料理メニューをスマートフォ

ンのデジタルカメラで撮影すると、リアルタ

イムで翻訳してくれるというものだ。現在は

トライアルサービスとして提供されている

が、近く本格的なサービス展開を予定して

いる。

「画像認識に特化した物理シミュレー

ションエンジンとUIの開発」─2008年度

下期スーパークリエータに認定されたとき

の山添氏のテーマは、言葉にすると難解だ

が、一目見ればすぐに理解できる。同氏が未

踏に応募する以前に作成した2次創作動画

は、ニコニコ動画で1日当たりの最多再生回

数記録になるなど大きな話題を呼んだ。

動画を再生すると、お馴染みのキャラク

ターがゲーム画面に現れる。プレイヤーは

普通コントローラーを使ってゲームキャラ

クターを操作するわけだが、その動画では、

画面にはWebカメラで撮影したという人

間の手の画像が現れる。その手がキャラク

ターの背中を押したり、下から持ち上げた

りすると、それに合わせて、キャラクターが

前進やジャンプをしてみせる。リアルの手

がゲームという仮想の中の物体に影響を

及ぼすという実に不思議な感覚が楽しめる

のだ。

「実際の手をゲーム画面上で画像として

認識させ、その画像を操作することでキャラ

クターがどう動くかをリアルタイムに計算

している。この動画で表現したことをさらに

発展させたのが未踏でのテーマだった」（同

氏）。

キャリアを切り拓き、
会社に貢献する
山添氏はもともと開発者志望だったが、

未踏に応募する以前は東海支社で法人営

業を担当していた。システムのプロトタイプ

を自ら作成し、そのまま受注を獲得すると

いったケースもあったが、ソフトウェアの開

発や研究がメインの業務ではなかった。

そんな中、山添氏は名古屋で開催されて

いた IT勉強会に通うなかで未踏の存在を

知った。社員でありながら未踏に応募する

ことは社内でも前例がなかったため、副業の

申請や上司の理解、通常業務に支障が出な

いようプロジェクトの進め方に工夫を凝ら

すなどして会社の了承を取りつけたという。

未踏の経験は、山添氏のキャリアパスに

大きな影響を与えることとなる。スーパーク

リエータに認定されたという実績と経験が

高く評価されたことで、本人の強い希望が

かなうかたちで横須賀の研究開発センター

に異動が決まり、要素技術やアルゴリズム

の研究、サービスの開発、運用などを担当す

るようになった。

「もし未踏がなかったら今の自分はない

と言えるほどの経験をさせてもらった」と

山添氏。現役社員として未踏に参加し、そ

の貴重な経験をみずからのキャリア形成に

役立てながら、所属先のイノベーションや

サービスの向上に貢献している山添氏の

姿は、未踏をめざすエンジニアのみならず、

企業の人材戦略担当者も注目してしかる

べきである。

山添 隆文氏
Takafumi Yamazoe

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ  研究開発センター 
サービス&ソリューション開発部 サービス戦略担当
2008年度下期未踏IT人材発掘・育成事業（未踏本体）スーパークリエータ

自身のキャリアと所属先の
イノベーションに生かされる未踏の経験写真＝片岡 純
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一覧性、同時性のある
音声メモの開発を目指す
民間の研究機関でヒューマンインタフェー

スや音声合成などの研究に携わり、2011年よ

り関西大学総合情報学部の准教授の職に就

く米澤氏。「頭部/視線方向を用いた音声メ

モの配置／ブラウジングウェアラブル思考空

間支援」というテーマで未踏に応募し、チー

フクリエータを務めた同氏は2008年度下期

スーパークリエータ認定を受けた。

未踏のテーマでは、音声メモの長所である

即時記録性とポータビリティを生かしながら、

短所であった一覧性、同時性をも実現して、

記録確認時の手間の少ない音声メモシステム

を開発することが目指された。このテーマに

取り組むきっかけを米澤氏は次のように話す。

「ベッドで横になっているときに、思いつ

いたことをメモしたいときがあるが、横に

なっているのでどうしても眠ってしまう。そ

こで、マイクをつけて録音しながら就寝す

る方法を考えたが、数時間の音声データか

ら後から聞きたいところを取り出すのは手間

である。ならば、ホワイトボードの好きな位

置にメモを書き込むようなかたちで、音声の

メモでも、空間の中の方向で整理したり取り

出したりできないかを考えた」。

米澤氏らは3次元音響処理技術を活用し

て、ユーザーの音声と頭方向の情報のみを

用いて、周囲の仮想空間のバルーン上に音

声メモの付箋を貼ったり聞き渡したりでき

るシステムを開発。現実世界での利用シー

ンは幅広く、例えば、料理をしているときの

ように手が離せない状態でのメモのほか、

「視覚障害者が音声を使って、ホワイトボー

ドのようにメモを残したり読んだりするよう

な、聴覚を使った思考にも活用することがで

きる」（米澤氏）という。

未踏を通して学んだこと、
変わったこと
未踏で取り組んだ、頭部/視線方向を用

いた音声メモの研究は当初の目標を達成

した後、現在ではサービス公開に向けた準

備と同時に、音声情報を画像などの視覚情

報と組み合わせるといった新たな試みも始

まっている。

今後、実現していきたい課題の中には、音

声メモを視覚情報と同じように、キーワー

ドを入れて検索できるようにする構想もあ

る。実現が非常に困難に思えるが、米澤氏

は「現時点では、音声メモが置かれた方向

で探すことになるが、例えば、音声認識技術

を使えば、ある程度の精度で、音が似ている

キーワードを引き出すようなこともできるの

ではないか」と説明する。

未踏という存在とその波及効果について

米澤氏は、実際に経験してみると、思ってい

たよりも大きかったという。また、企業人や

研究者としてのものの見方も大きく変わっ

たとして次のように話す。「単に、論文に対

するアウトプットというのではなく、何より

多くの人に使ってもらいたいという思いが強

い。加えて、研究だからといって、ビジネス

のことは決して無視できないと考えていて、

開発の成果で対価を得たら次の開発に振

り向けて、さらに有用なものを作っていきた

い。未踏ではそんな考え方を学んだ」。

そのようなスタンスから、米澤氏は「新し

い技術の研究に専念する人を支援するだけ

でなく、そうした技術でビジネスをうまく回

せる人も重要。選択肢として、未踏にビジネ

ス部門があってもよい」と提案する。

米澤氏のユニークな取り組みに惹かれ

て、氏の研究室には、好奇心の旺盛な学生

がたくさん集まる。「今の学生は、子供の頃

からずっとモバイル機器を使ってきていて、

生活スタイルや情報の触れ方などが全然違

う。そんな世代の人たちの感性は、研究にお

いて非常に参考になるし、互いに刺激し合う

関係。これからも一緒に楽しみながら、世に

役立つものづくりをしていけたらと思う」。

米澤朋子氏
Tomoko Yonezawa

関西大学  総合情報学部 
准教授／博士（情報科学）

2008年度下期未踏IT人材発掘・育成事業（未踏本体）スーパークリエータ

研究者としての自身の矜持は、
たくさんの人に使ってもらえるものづくり 写真＝河原 潤
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情
熱

「念ずれば通ず」─テクノロジーの分野でどうしてもやり遂げたい大きな目標を
持っている若者にとって、未踏は格好の舞台である。ここでは、2010年度未踏
事業に採択されスーパークリエータ認定を受けた5人の若き逸材のホットな声
をお届けする。

次 は 自 分 の 番 だ

はじまりは何気ないつぶやきから
小池氏の未踏への応募のきっかけや経緯

はとてもユニークだ。「iPadで読める電子楽

譜があれば便利じゃないだろうか？」。ある

日、Twitterでそう何気なくつぶやいたら、

予想以上の大きな反響があった。ならば、実

際に作ってみようということになった。

つぶやきにコメントを寄せた1人に、未踏

プロジェクトを統括するIPAの神島万喜也

次長がいた。小池氏が2009年度の未踏成

果発表会にたまたま参加したところ、「君か

あ！」と声をかけてくる人がいて、それが神

小池 宏幸
Hiroyuki Koike
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プラスアド株式会社 代表取締役
2010年度未踏IT人材発掘・育成事業

（未踏本体）スーパークリエータ

氏

写真＝片岡 純

2010年度未踏スーパークリエータの声
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│特集3 未踏人材の夢と今│

双方向的な授業を
簡単に構築できるシステム
「教室にいる先生は生徒の解答を一度に

見ることができない。生徒もだれかが答えて

いる間は考えが停止してしまっている。そこ

で iPadを使って教室にいる全員が集中して

授業に臨める仕組みを作ろうと思った」。

2010年、前職のベンチャー企業、コンテ

ンツアンドシステムズに在籍中に後藤氏が

未踏に応募したテーマは「デジタル教科

書用後付LMS（Learning Management 

System）の開発」。ePub形式の電子教科書

島氏だった。そんな縁から翌年の未踏への

応募を決めたという。

テーマは「演奏解釈の共有・蓄積プ

ラットフォームの開発 ─ソーシャル音楽院

『Wikivatoire』─」。電子楽譜アプリで将

来的に利用しようと思っていた情報共有ブ

ラットフォームの開発だ。同氏は次のように

説明する。

「具体的には、演奏者が楽譜に記述した

解釈をシェアする仕組みを開発するという

もの。従来の楽譜では、演奏に必要な最低

限の記述しかなく、暗黙知になっていた。そ

れらを形式知としてフォーマット化したうえ

で、共有・蓄積するシステムを開発した」。な

お、担当PMは夏野剛氏で、「ビジネスと技

術に精通し、iモードというプラットフォー

ムを立ち上げた夏野氏に直接会ってみた

かった」という。

未踏の意義と、
その場所で得られるもの
2010年5月に iPad電子楽譜プラット

フォーム「piaScore」事業を展開するプラス

アドを立ち上げた小池氏の、それまでの経

歴もまたユニークだ。ソニーでリコメンデー

ションや画像検索技術に携わり、ゼータ・ブ

リッジで事業マネージャとして画像認識事

業の立ち上げる一方、アマチュアピアニス

トとしての活動を続けている。自社事業との

かかわりで言えば、未踏の研究テーマは「ラ

ボ的な位置づけ」だという。

未踏の意義について小池氏は「ビジネス

の知識や経験と言うならベンチャーの勉強

会などに参加すれば済む。だが、グーグル

やマイクロソフトのようにテクノロジー企業

として世界を目指すなら、技術に立脚した

未踏以外に選択肢はないと思っている」と

話す。そして、実際に未踏でプロジェクトに

挑んだ実感として、「技術や知識に加えて、

ビジネスのためのヒントやアイデアなど幅

広い経験を得ることになった」という。また、

“未踏卒業生”の立場からの要望として、未

踏ブランドのさらなる強化を期待している。

をLMSにアップロードすると、ソーシャル

リーディング機能、課題提出機能などを組

み込むことができ、双方向的な授業を簡単

に構築できるというものだ。例えば、先生は、

生徒が書いた答案をリアルタイムに見るこ

とができる一方、生徒は自分が持つノート

（iPad）で先生の添削をリアルタイムに見る

ことが可能だ。デジタル教科書としてノート

の記録もできる。予備校講師としての実際

の経験から発案した。すでに実際の学校や

予備校でテスト版の運用が始まっていると

いう。

技術的な特徴としては、リアルタイム性を

実現するためにnode.jsを全面的に採用して

いることが挙げられる。後藤氏は「新しい技

術ということもあり、利用法が定まっていな

かったため、試行錯誤を繰り返すことになっ

た」と語る。

未踏経験者に囲まれ、
いつしか目指すように
未踏とのかかわりは東京大学の大学院

時代（複雑系）から。「研究室のほとんど全

員が未踏に通るという環境で、前職のベン

チャー企業、コンテンツアンドシステムズの

社長も未踏経験者。いつのまにか自分も通

らなくてはいけないという強迫観念のような

ものにかられていた（笑）」。

後藤氏は大学院修了後、サイボウズに就

職。その後、コンテンツアンドシステムズの

立ち上げにかかわり、現在は、オンライン英

会話事業を展開するベストティーチャーで

取締役CTOを務めている。予備校講師の

経験のほか、在学中から音大のクラスにも

通い、現在オーケストラ指揮者としての活

動も行う多才ぶりだ。

未踏の最大の成果は「仲間」だという後

藤氏。「アドバイスをくれる人、志が似た人、

飛び抜けた技術を持った人などさまざま。

定期的に飲み会があったり、今も刺激を受

けている。なぜか未踏出身者には音楽経験

者が多く、来年春には有志が集まった演奏

会の開催も決まったとことだ。

後藤 正樹
Masaki Goto

未
踏
で
知
り
合
っ
た

仲
間
か
ら
、
今
も
刺
激
を

受
け
て
い
る

株式会社ベストティーチャー 取締役CTO
2010年度未踏IT人材発掘・育成事業

（未踏本体）スーパークリエータ

氏

写真＝片岡 純
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立体的な彩色を支援する
ソフトウェアを開発
研究室に入るまで未踏の存在を知らな

かったという中嶋氏。研究室に入ると、先輩

が未踏に応募して採択されていた。その姿

を見て、自身も目指すことになった。

テーマにした「手描きスケッチの輪郭線か

ら簡単に立体的な彩色を行うソフトウェアの

開発」は、かなりのスキルを要し手間のかか

る、2Dイラストの立体的な彩色の手順をコン

ピュータ技術で支援するというものだ。取り

組むきっかけを中嶋氏は次のように説明する。

ソースコードの統一モデルを提供する
「UNICOEN」を開発
現在、早稲田大学 基幹理工学研究科の博

士後期課程で情報理工学を専攻する坂本氏。

採択されたテーマは、「複数言語対応のソー

スコード処理ツールのフレームワークと利用

例」。一般に、ソースコードを対象とした解析・

処理ツールはプログラミング言語ごとに開発

されることが多いが、坂本氏は、複数のブログ

ラミング言語に共通なソースコードの統一モ

デルを提供する「UNICOEN」を開発。処理

ツールをプログラミング言語ごとに開発する

コストや手間を省くようにするとともに、処理

ツール間のノウハウを共有できるようにした。

坂本氏が未踏を知ったのは中3であった

という。同氏は当時のことをこう振り返る。

「データ圧縮に興味があって文献を読む中

で、未踏を知った。大学に入学後、実際に未

踏出身者の方と出会った。パワフルで技術

的にもとんがっていた。いつの間にか自分で

も挑戦しようと思うようになった」。

すぐれた技術で
エンジニアを幸せにする
坂本氏がこのテーマに挑んだ理由は、「ソ

フトウェア工学の観点から、どのように高品

質なソフトウェアを開発していけばよいか、

実際のエンジニアリングの現場で本当に役

立つ技術は何かを追い求める中で生まれて

きた」という。開発したUNICOENは、研究

活動を継続しており、今後、さらに発展させ

ることができないかを検討しているところだ

という。「エンジニアを助けたいという気持

ちがある。UNICOENは少しだけ世の中を

変えた。これからは世の中を大きく変える技

術を追求したい」と坂本氏。

こうした強い思いは未踏に挑戦すること

でさらに大きくなった。坂本氏は、それまで

は「研究がすべて」と思っているところが

あったが、実際に未踏に参加してさまざま

な人たちと出会う中で、エンジニアを取り巻

く環境があまりよくないものであることを知

り、自身の研究活動でエンジニアに貢献で

きないかと考えるようになった。

「技術でエンジニアを幸せにすることがで

きる。エンジニアが幸せになれば、それが波

及して世の中全体も幸せになる。そう思って

一心不乱にUNICOENの開発に取り組ん

だ」（坂本氏）。

今は後輩に対して未踏へのチャレンジを

奨める立場の坂本氏は、「人生観がガラリと

変わる経験はなかなか得ることのできない貴

重な経験だと思う。刺激を受けてがんばる

機会にもなるので、いろいろな人にそれを味

わってほしい」とアドバイスする。

中嶋 誠
Makoto Nakajima

坂本 一憲
Kazunori Sakamoto
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東京大学大学院情報理工学系研究科 
コンピュータ科学専攻 五十嵐研究室
2010年度未踏IT人材発掘・育成事業

（未踏ユース）スーパークリエータ

早稲田大学 基幹理工学研究科 情報理工学専攻 
鷲崎研究室 博士後期課程3年生
2010年度未踏IT人材発掘・育成事業

（未踏ユース）スーパークリエータ

氏氏

写真＝片岡 純 写真＝河原 潤
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“ぎりぎり、ぞわぞわな感覚”
のインタフェース
電機メーカーの社員時代に2010年度の

未踏に応募した林氏。「最初に未踏のことを

知ったのは、大学でロボット系の研究室に

所属していたとき。当時は1つの話題にすぎ

なかったが、就職後、友人と一緒に新しいセ

ンサー技術の開発に趣味で取り組んでいた

ときに、未踏の存在を思い出して応募を決

めた」（林氏）という。

林氏のテーマは、「人と人とが向き合え

るインタフェースシステムの開発とその応

「大学に入って趣味で絵を描くようにな

り、塗り絵のプロセスを簡単にしてくれる技

術があれば便利だろうなと思っていた。研

究室に入って、五十嵐健夫先生の過去の研

究を見て、自分がやろうとしていることを具

体化する道筋が見えてきたので、本格的に

挑むことになった」。

通常なら3Dモデルを作り込んで行う大

がかりな作業を、それをまったく使わずに、

コンピュータのアルゴリズムを使って実現

しているところが未踏スーパークリエータ

に認定されたゆえんだ。なお、このソフト

ウェアは、Adobe Photoshop用フィルタプ

ラグインとして無料で公開されており、だれ

でも簡単に利用することができる。

理論を具体的な形にすることへの
こだわり
現在、中嶋氏は、今後もこの分野の研究を

続けていく中で、別のソフトウェアの開発や、

動画作品の製作にも関心を持っている。「ある

映画のスタッフロールに“プラグイン提供”と

いうクレジットを見かけて、このような形で作

品にかかわることがあることを知った。自分の

ソフトウェアもゆくゆくはそんな形で作品に

採用されようになればうれしいし、動画そのも

のを作ってみたいとも思っている」（中嶋氏）。

中嶋氏は、未踏での経験は、他ではなか

なか得られないものだとしてこう話す。「自

分が前から挑みたかったことを最後までや

り遂げる、よい機会になった。もしこのテー

マを研究室だけでやっていたら、理論を書

くのにとどまって、プラグインという具体的

な形にはならなかったはずだ」。

中嶋氏によれば、自身の専攻分野と本当

にやりたいことが異なっている学生は結構

多いという。そんな学生へのメッセージとし

て、中嶋氏は次のように語った。「そのまま

じっとしていたら、やりたいことをやる機会

はやってこない。もし、どうしてもやりたいの

だけど、まだやるに至っていないというのな

ら、未踏はその思いをぶつける絶好のチャン

スだと思う」。

用」。わかりやすく言えば、人同士が触れる

か触れないかというギリギリの距離を感知

するセンサーの開発である。林氏によると、

その原理はこうである。「人体の周りに微小

な電界を発生させる。すると、電界の伝わり

方は2人の人間の距離によって変わるので、

電界を計測することで人体間の距離や接触

が検出できるようになる」。

実際の応用分野としては、ゲーム機の入力

インタフェース、アミューズメント施設での

アトラクションや、人同士の衝突の防止や最

適な配置、幼児の迷子防止・危険回避のた

めの仕組みなどを想定している。また、これ

までに、“ぎりぎり、ぞわぞわな感覚”を生かし

たメディアアートの展示も行っている。

起業して事業化に向けた活動を
本格化
林氏は未踏を機に、友人とともに未踏採

択テーマをコア事業に据えたベンチャー企

業のキビテクを設立。同社の代表取締役社

長として、開発した技術のブラッシュアップ

と本格的な事業化に向けた活動を今年4月

からスタートしている。

未踏で得た経験について林氏は「ブロ

ジェクトの方向性やスケジュールを決め、

責任を持ってメンバーをマネジメントして

いくというチーフクリエータの役割は、現在

の会社の仕組みや体制にもつながっている

と思う」と話す。また、未踏で知り合った参

加者とのネットワークは、事業化に向けてア

イデアのヒアリングや相談などにも生かさ

れているという。

今後については「もし自分がいなかった

ら存在しなかったモノを作りたいという思い

が一番にある。未踏の採択テーマを世に出

し、これを作ったと自分で思えるようにした

い」と、まさにこれから未踏の分野にチャレ

ンジする構えだ。そのうえで「未踏は、錚々

たる顔ぶれのPMをはじめ、参加者もすごい

人ばかりが揃うところ。なかなかできない経

験なので全力で取り組んでほしい」とこれ

からの応募者に向けてエールを贈った。

林 まりか
Marika Hayashi
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株式会社キビテク 代表取締役社長
2010年度未踏IT人材発掘・育成事業

（未踏本体）スーパークリエータ

氏
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採択されたクリエータ／スーパークリエータの人数や歴代の未踏PM、テーマの
分野別構成、就職先など、未踏事業のこれまでの足跡を数字で示す。

資料編

数字で見る    未踏事業12年間の足跡

1 未踏事業の提案数、採択数、クリエータ数、スーパークリエータ認定者数 

2 未踏本体／ユースのチーフクリエータの年齢
●未踏本体のチーフクリエータの年齢

年度 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

最年少 21 18 19 19
上期 下期 上期 下期 上期 下期 第Ⅰ期 第Ⅱ期 上期 下期 上期 下期

22
こ
れ
ま
で
の
「
未
踏
ユ
ー
ス
」
と
統
合

21 22 20 20 22 22 23 22 21 22 20 20
21 20 22 22 21 20

最高齢 67 68 62 62
上期 下期 上期 下期 上期 下期 第Ⅰ期 第Ⅱ期 上期 下期 上期 下期

3848 57 48 51 46 44 46 51 32 39 41 36
57 51 46 51 39 36

平均年齢 35.4 35.9 31.1 30.8
上期 下期 上期 下期 上期 下期 第Ⅰ期 第Ⅱ期 上期 下期 上期 下期

30.530.5 30.5 30.9 30.1 30.8 29.9 30.3 32.8 26.9 28.0 29.3 27.7 
30.5 30.5 30.3 31.5 27.5 28.5 

●未踏ユースのチーフクリエータの年齢

年度 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

最年少 － － 18 18 16 19
上期 下期 第Ⅰ期 第Ⅱ期 上期 下期 上期 下期

18 14 1917 17 20 18 18 20 20 15
17 18 18 15

最高齢 － － 29 27 27 27
上期 下期 第Ⅰ期 第Ⅱ期 上期 下期 上期 下期

24 24 2424 27 26 27 24 25 24 23
27 27 25 24

平均年齢 － － 23.4 23.2 22.1 23.0
上期 下期 第Ⅰ期 第Ⅱ期 上期 下期 上期 下期

22.0 21.5 22.721.9 23.0 22.5 23.3 22.3 22.3 22.5 21.0 
22.3 23.0 22.6 21.8 

年度 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 合計
提案テーマ数 205 322 409 297 385 336 438 340 363 362 170 86 89 3802
採択テーマ数 56 71 97 114 107 97 111 94 72 79 34 21 21 974
クリエータ数 87 146 186 205 154 171 164 150 93 111 53 29 31 1580
スーパークリ
エータ認定者 12 15 15 24 35 30 27 18 25 22 15 選定中 育成・ 

開発中 238

＊2000年度～ 2001年度は未踏本体のみ実施し、2002年度から未踏ユースを追加　＊2004年度～ 2009年度は公募を年2回実施　＊2011年度からは公募対象を25歳未満に限定
＊採択テーマ、クリエータ数は契約辞退分を含む

＊2011年度からは公募対象を25歳未満に限定



51

│資料編│

3 歴代の未踏PM
氏名 PM担当年度 PM担当時の所属先

大黒  晶議 2000～ 2001年 ラオックス株式会社  営業本部商品事業部ソフト・ゲーム・書籍仕入部バイヤー
上林  弥彦 2000～ 2001年 京都大学大学院情報学研究科教授
倉重  英樹 2000～ 2001年 PwC コンサルティング株式会社  代表取締役会長 兼 社長
黒崎  守峰 2000～ 2001年 株式会社アイティーファーム  代表取締役社長
高田  広章 2000～ 2001年 豊橋技術科学大学情報工学系講師
竹内  郁雄 2000～ 2012年 早稲田大学理工学術院教授、東京大学名誉教授
西岡  郁夫 2000～ 2001年 モバイル・インターネット・キャピタル株式会社  代表取締役社長
長谷川  正治 2000年 アイサークル株式会社  代表取締役会長
平木 敬 2000～ 2001年 東京大学大学院情報理工学系研究科教授
松島  克守 2000～ 2001年 東京大学工学部システム創成学科教授
村井  純 2000～ 2001年 慶應義塾大学環境情報学部教授
湯淺  太一 2000～ 2001年 京都大学大学院情報学研究科教授
金出  武雄 2001～ 2002年 カーネギーメロン大学  ワイタカー記念全学  教授
新部  裕 2001～ 2002年 独立行政法人産業技術総合研究所  情報処理研究部門  主任研究員
喜連川  優 2002～ 2003年 東京大学  生産技術研究所  教授    戦略情報融合研究センター長
紀  信邦 2002～ 2003年 日本エンジェルズ・インベストメント株式会社  取締役
田中  克己 2002～ 2003年 京都大学大学院  情報学研究科  教授
近山    隆 2002～ 2003年 東京大学  新領域創成科学研究科  教授
徳田  英幸 2002～ 2003年 慶應義塾大学  政策・メディア研究科委員長  環境情報学部  教授
萩谷  昌己 2002～ 2003年 東京大学大学院  情報理工学系研究科 コンピュータ科学専攻 教授

増井  俊之 2002～ 2003年
2010～ 2012年 慶應義塾大学 環境情報学部 教授

村岡  洋一 2002～ 2003年 早稲田大学  理工学部情報学科  教授
Alan Kay 2002～ 2005年 President, Viewpoints Research Institute
石田  亨 2003～ 2004年 京都大学大学院  情報学研究科  教授
伊知地  宏 2003～ 2004年 ラムダ数学教育研究所  代表
鵜飼  文敏 2003～ 2004年 日本ヒューレット・パッカード株式会社  ヒューレットパッカード研究所  主幹研究員
梅村  恭司 2003～ 2004年 豊橋技術科学大学  情報工学系  教授

加藤  和彦 2003～ 2004年
2008～ 2009年 筑波大学 大学院システム情報工学研究科 教授

坂村  健 2003～ 2004年 東京大学  大学院情報学環  教授
中島  達夫 2003～ 2004年 早稲田大学  理工学部コンピュータ・ネットワーク工学科  教授
酒井  裕司 2004～ 2005年 株式会社イグナイトジャパン  ジェネラルパートナー
長尾  確 2004～ 2005年 名古屋大学  情報メディア教育センター  教授
中島  秀之 2004～ 2005年 公立はこだて未来大学  学長

原田  康徳 2004～ 2005年
2010～ 2012年

日本電信電話株式会社
NTTコミュニケーション科学基礎研究所  主任研究員

筧  捷彦 2004～ 2009年 早稲田大学  基幹理工学部  情報理工学科  教授
北野  宏明 2005～ 2006年 株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所  取締役副所長
黒川  利明 2005～ 2006年 株式会社CSKホールディングス  総合企画部  CSKフェロー
高田  浩和 2005～ 2006年 株式会社ルネサステクノロジ  システムコア技術統括部  CPU開発第二部
竹林  洋一 2005年 静岡大学  情報学部  情報科学科  教授
千葉  滋 2005～ 2006年 東京工業大学大学院  情報理工学研究科  助教授
並木 美太郎 2005～ 2006年 東京農工大学大学院  共生科学技術研究部  助教授

David J. Farber 2006～ 2008年 カーネギーメロン大学  特別優秀教授
ウィリアム 齋藤 2006～ 2007年 株式会社フォーバル  取締役副社長
大川  恵子 2006～ 2007年 株式会社スクールオンインターネット研究所  代表取締役所長
河野  恭之 2006～ 2007年 奈良先端科学技術大学院大学  情報科学研究科  助教授
美馬  義亮 2006～ 2007年 公立はこだて未来大学  情報アーキテクチャ学科  助教授
安村 通晃 2006～ 2009年 慶應義塾大学  環境情報学部  教授
石川  裕 2007～ 2008年 東京大学大学院 情報理工学系研究科  教授
竹田  正幸 2007～ 2008年 九州大学大学院 システム情報科学研究院  教授
田中  二郎 2007～ 2008年 筑波大学 大学院システム情報工学研究科長
畑  慎也 2007～ 2008年 サイボウズ・ラボ株式会社 代表取締役社長
古川  享 2007～ 2008年 慶應義塾大学大学院 メディアデザイン研究科 教授
松原  健二 2007～ 2008年 株式会社コーエー 代表取締役執行役員社長COO
勝屋  久 2008～ 2009年 Venture BEAT Project主宰
石黒  浩 2009～ 2012年 大阪大学大学院  基礎工学研究科  システム創成専攻  教授
夏野  剛 2009～ 2012年 慶應義塾大学  大学院政策・メディア研究科  特別招聘教授
藤井  彰人 2009～ 2012年 グーグル株式会社  エンタープライズ部門 シニア プロダクト マーケティング マネージャー 
後藤  真孝 2009～ 2012年 産業技術総合研究所  情報技術研究部門  上席研究員  兼  メディアインタラクション研究グループ長
首藤  一幸 2009～ 2012年 東京工業大学  大学院情報理工学研究科  数理・計算科学専攻  准教授
平本  健二 2010年 経済産業省  ＣＩＯ補佐官
越塚  登 2011～ 2012年 東京大学  大学院情報学環  教授、YRPユビキタス・ネットワーキング研究所  副所長
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4 未踏採択テーマ数の分野別構成

5 未踏経験者の就職先一覧

年度 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 合計
基本ソフトウェア

（基本ソフト・ミドルウェア・開発ツール） 16 8 18 29 24 23 18 26 11 18 7 2 2 202

アプリケーションソフトウェア 12 29 48 49 51 57 76 33 30 34 19 8 10 456
ネットワーク・通信ソフトウェア 11 9 10 6 7 6 4 24 22 15 7 7 6 134

組み込みソフトウェア 2 5 2 2 4 2 2 5 6 7 1 4 2 44
セキュリティ 0 1 2 5 0 1 0 6 2 2 0 0 1 20
その他の分野 14 18 17 23 20 6 9 0 0 1 0 0 0 108

合計 55 70 97 114 106 95 109 94 71 77 34 21 21 964

Avatar Reality, Inc.
fluxflex, inc.
Improvista Interactive Music, 
Inc.
Scheme Arts L.L.C.
SteelEye Technology, Inc.
Twin Sun, Inc.
株式会社 iCanal
株式会社ＩＪＴ
アイマトリックス株式会社
アカデミアシステムズ株式会社
有限会社assistant
株式会社アピウス
株式会社イワテシガ
株式会社インフォクラフト
株式会社インフォテクト
ウタゴエ株式会社
株式会社 内田洋行
ウノウ株式会社
株式会社SRA先端技術研究所
NTTアドバンステクノロジ株式会社
株式会社NTTデータ
株式会社NTTデータ経営研究所
株式会社NTTドコモ
株式会社OEC
株式会社オープンナレッジ
株式会社office ZeRO
有限会社オルメカミュージック
有限会社KITEイメージ・ 
テクノロジーズ
カディンチェ株式会社
キヤノン株式会社
グーグル株式会社
株式会社グッデイ
株式会社携帯スタディ王国
株式会社ケープロジェクト
ゴールドマン・サックス・ジャパン・
ホールディングス有限会社
株式会社国際電気通信 
基礎技術研究所

コミュニティーエンジン株式会社
株式会社コム・アンド・コム
株式会社サイバーエージェント
サイボウズ・ラボ株式会社
株式会社サンモアテック
Gテック合資会社
株式会社シナジーメディア
株式会社情報基盤開発
新日鉄ソリューションズ株式会社
有限会社スクリバル研究所
株式会社スタッフサービス
正晃テック株式会社
株式会社声優ニュースドットコム
株式会社セールスフォース・ 
ドットコム
ゼロスタジオ一級建築士事務所
ソニー株式会社
株式会社ソニーコンピュータサイエ
ンス研究所
ソフトイーサ株式会社
合同会社ソフトウメヤ
ソフトバンクBB株式会社
大日本印刷株式会社
有限会社タクラム・デザイン・ 
エンジニアリング
田辺三菱製薬株式会社
株式会社dango
Twitter Japan
株式会社ディー・エヌ・エー
株式会社TBSテレビ
株式会社ディヴィデュアル
株式会社テクノフェイス
デジタルファッション株式会社
株式会社テンキューブ研究所
東芝インフォメーションシステムズ
株式会社
トヨタ自動車株式会社
株式会社那由多屋
株式会社ニコンシステム
日本アイ・ビー・エム株式会社

日本電信電話株式会社
株式会社ニューフォレスター
任天堂株式会社
株式会社ネットイン京都
株式会社ネットワーク応用通信 
研究所
株式会社野村総合研究所
パイオニア株式会社
株式会社ハイファイネット
株式会社バッファロー
パナソニック エレクトロニック 
デバイス株式会社
パナソニックMSE株式会社
株式会社バンダイナムコゲームス
有限会社ビーアールジー
株式会社ピコラボ
株式会社ビズモ
株式会社日立製作所
富士ゼロックス株式会社
富士通株式会社
株式会社富士通北陸システムズ
株式会社フラクタリスト
富良野協会病院
株式会社プロキューブ
株式会社フロム・ソフトウェア
プロメテックソフトウェア株式会社
株式会社ベリフォア
マックスプランク研究所
松下電器産業株式会社
株式会社マッシュマトリックス
株式会社ミクシィ
株式会社メタキャスト
有限会社メロートーン
株式会社モノリス
ヤフー株式会社
ユカイ工学合同会社
株式会社四次元データ
株式会社ラガルト・テクノロジー
楽天株式会社

リプレックス株式会社
Lunascape株式会社
国立国語研究所
国立情報学研究所
国立保健医療科学院
独立行政法人産業技術総合研究所
独立行政法人情報通信研究機構
独立行政法人防災科学技術研究所
青山学院大学
お茶の水女子大学
金沢大学
九州工業大学
九州大学
京都産業大学
京都大学
慶應義塾大学
神戸大学
公立はこだて未来大学
筑波大学
東京工業大学
東京大学
東京電機大学
東北大学
名古屋大学
奈良先端科学技術大学院大学
一橋大学
広島市立大学
防衛医科大学校
北陸先端科学技術大学院大学
横浜国立大学
立命館大学

※企業・大学・団体名などは未踏卒業生が就職 /進学した当時のものが含まれています
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セキュリティ・キャンプ応募者・受講者学校種別

6 未踏経験者の会社設立・事業化状況など

セキュリティ・キャンプ応募者・受講者推移
年度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 合計

応募者 76 69 131 168 260 368 309 274 294 1949

受講者 30 30 36 35 46 61 59 60 40 397

学校種別 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 合計

大学生
応募者 不明 不明 58 82 138 166 154 155 127 880

受講者 3 3 16 21 23 23 30 30 17 166

専門学校生
応募者 不明 不明 23 41 52 66 30 18 64 294

受講者 2 1 5 1 4 6 3 3 4 29

高等専門学校生
応募者 不明 不明 6 5 10 57 30 48 39 195

受講者 3 3 0 3 3 13 8 12 6 51

高校生
応募者 不明 不明 41 37 54 74 77 36 51 370

受講者 20 19 15 10 13 16 13 10 11 127

中学生
応募者 不明 不明 3 3 6 5 17 15 9 58

受講者 0 4 0 0 3 3 5 5 2 22

その他
応募者 不明 不明 0 0 0 0 1 2 4 7

受講者 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

合計
応募者 76 69 131 168 260 368 309 274 294 1949

受講者 30 30 36 35 46 61 59 60 40 397

内容
平成12～ 22年採択者※ 本体 ユース

件数 割合（％） 件数 割合（％） 件数 割合（％）

成果を元に会社設立または事業化決定 148 17.4 119 19.7 29 10.9

IPA以外のサポータが決定 151 17.7 123 20.3 28 10.6

特許出願または技術許諾 191 22.4 168 27.8 23 8.7

無償公開 244 28.6 171 28.3 73 27.5

学会の論文集に掲載 208 24.4 156 25.8 52 19.6

研究機関からの招聘 97 11.4 80 13.2 17 6.4

ソフトウェア関連での受賞 116 13.6 83 13.7 33 12.5

取材（過去1年） 19 2.2 13 2.1 6 2.3

件数（アンケート回答分） 853件 605件 265件

※本体、ユース双方の採択者（17件）がいるため、本体、ユースの合計とは一致しない

関連データ：セキュリティ・キャンプの歩み
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7 直近2年間の未踏採択プロジェクト一覧

応募プロジェクト総数：86件　採択プロジェクト数：21件	2011年度

●石黒 浩PM担当プロジェクト　採択数：3件
チーフクリエータ 採択テーマ
川上  あゆみ 植物の種類に応じてさまざまなふるまいを見せる植木鉢型ロボット群PotPets
竹岡  英樹 TossCamの開発
尾形  正泰 指輪型ロボットの開発

●越塚  登 PM担当プロジェクト　採択数：3件
チーフクリエータ 採択テーマ
伊藤  剛浩 Open Design Computer Project
谷地  良太 つぶやき評価システムを利用したTwitter広告システムの開発
吉田  有花 身体動作の重畳表示による動画上での疑似ライブ感共有システム

●後藤 真孝PM担当プロジェク　採択数：3件
チーフクリエータ 採択テーマ

鵜飼  佑 伴泳ロボットを用いた水泳支援システム
春日  貴章 線で創るフィールドペインター
山中  勇成 リアルタイムな生放送検索技術の開発

●首藤 一幸PM担当プロジェクト　採択数：3件
チーフクリエータ 採択テーマ
田村  佳也 条文の部品化による契約書再利用プラットフォームの開発
田中  翔太郎 文章理解を支援するインタフェースの開発
西嶋  悠貴 NFCとソーシャルグラフを用いたクラウド型アドレス帳管理システムの開発

●原田 康徳PM担当プロジェクト　採択数：3件
チーフクリエータ 採択テーマ

谷川  諒 異地点映像ストリームの同一空間表示システムの開発
江木  聡志 プログラミング言語Egisonのコンパイラの開発
若園  祐作 可塑性のある物体に対するプロジェクションマッピングとその応用

●藤井 彰人PM担当プロジェクト　採択数：3件
チーフクリエータ 採択テーマ

長坂  瑛 人について行くリアルタイムナビゲーションシステムの開発
下田  純平 スマートフォンアプリ紹介システムの開発
大島  遼 デジタルカメラにおけるモバイルプログラミング環境の開発

●増井 俊之PM担当プロジェクト　採択数：3件
チーフクリエータ 採択テーマ
滝口  健太郎 Webページを開いておくだけのボランティアコンピューティングフレームワークの開発
矢倉  大夢 オープンソースによるオンラインジャッジシステムの開発
北  直樹 対話的離散エレメント・テクスチャ生成アプリケーションの開発 ＊掲載の順番は提案申請受付順
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応募プロジェクト総数：89件　採択プロジェクト数：21件2012年度

●石黒 浩PM担当プロジェクト　採択数：3件
チーフクリエータ 採択テーマ
竹内 祐太 触感のコピー＆ペーストを応用したUser Generated Tactile Contentの実現
吉田  成朗 表情フィードバック利用した感情喚起システムの開発
稲葉  翔 ユーザの生活習慣により成長するキーホルダー型ロボットの開発

●越塚 登 PM担当プロジェクト　採択数：3件
チーフクリエータ 採択テーマ
西森  友省 大学で学べる科目を最大限に活用する時間割ナビシステムの開発
藤田  琢磨 ユーザ情報を考慮した次世代メニュー提示・注文システム
鶴田  真也 縦空間・レイヤー融合構造直感的楽曲ファイルブラウザ

●後藤 真孝PM担当プロジェク　採択数：3件
チーフクリエータ 採択テーマ
古見元気 ライブ映像配信の魅力的な演出をリアルタイムに行えるUIの開発
栗原竜矢 動画内オブジェクトを容易に操作可能な2.5次元動画編集ソフト
喜多 唯 プログラマブルフードの開発

●首藤一幸PM担当プロジェクト　採択数：4件
チーフクリエータ 採択テーマ
平井  辰典 平均曲生成システムの開発
石澤  恵 Account Reachability Checkerの開発
中谷  翔 High Performance SQLite の開発

足立  麻衣子 情動の表出を促進するインタラクション学習型ロボットの開発

●原田 康徳PM担当プロジェクト　採択数：3件
チーフクリエータ 採択テーマ

平藤  燎 CPUの理解を容易にするシステムと解説サイトの構築
小山  裕己 「こだわり」を簡単に実現できるアニメーション作成システム
直江  憲一 画像集約Webサービス「Zukan」の開発

●藤井 彰人PM担当プロジェクト　採択数：2件
チーフクリエータ 採択テーマ
安川  要平 思いを叶える視覚駆動バケットリストの開発
大嶋  泰介 材料の伸縮性を生かした材料加工および曲面造形システムの開発

●増井 俊之PM担当プロジェクト　採択数：3件
チーフクリエータ 採択テーマ
米辻  泰山 Web親和性の高い創作形態の提案と創作環境の開発
長尾  俊 超指向性スピーカを用いた実物体音像定位AR
福島   良典 多様性と意外性を考慮したニュースレコメンドエンジン

未踏 IT人材発掘・育成事業 審査委員会
　審査委員長： 村岡 洋一（早稲田大学理工学術院 教授 )
　審査委員： 稲村 直穂子（株式会社ディー・エヌ・エー ヒューマンリソース本部 シニアテクニカルマネージャ）
　 中島 秀之（公立はこだて未来大学 学長）
　 中島 洋（株式会社MM総研 代表取締役所長）
　 古川 一夫（独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 理事長）

＊掲載の順番は提案申請受付順
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